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　２月15日より全国募集を開始した
「千の風になったあなたへ贈る手紙」
　を投函できる白い羽のポスト設置
　除幕式　　　（関連記事23ページ）
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市県民税・国民健康保険税の申告etc市県民税・国民健康保険税の申告etc
地震などの災害に備えよう「事前の対策が命を守る!!」地震などの災害に備えよう「事前の対策が命を守る!!」
高齢者の交通事故を防ぎましょう!!、
生活協同組合コープえひめと災害時応援協定締結
高齢者の交通事故を防ぎましょう!!、
生活協同組合コープえひめと災害時応援協定締結



皆さんがいつも見ている「石鎚山」は？皆さんがいつも見ている「石鎚山」は？皆さんがいつも見ている「石鎚山」は？
～市内でも場所によって表情を変える地域のシンボル～

　平成16年11月１日、二市二町が合併して誕生した新西条市。その翌月に「広報さいじょう」第１号が創刊され
ました。それから８年余り、ついに今号をもって通巻100号を迎えることができました。
　この間、市政に関する情報を正確にお伝えするよう、常に平易な言葉を用いた表現を心がけるとともに、写真
やイラスト・図表をできる限り使うなどして、分かりやすく見やすい紙面づくりに努めてまいりました。
　これからも、なおいっそう皆さんに親しまれる広報紙となるよう、厳選した情報をお伝えしていきたいと考え
ておりますので、引き続きよろしくお願いいたします。

　ところで、広報担当者は紙面で使用する写真を撮影するために、平素からカメラを抱えて市内を走り回ってい
ます。そうした中で気付いたのは、合併で市域が拡大したことから、市内の各地で「石鎚山」の見え方が大きく
異なるという事実です。当然と言えばそれまでですが、幼いころから慣れ親しんできた風景ゆえに「石鎚山」と
言えばこれ！というイメージが出来上がっており、その事実に担当者一同少なからず驚いたのです。皆さんはい
かがでしょうか？
　そこで今号では『「広報さいじょう」通巻100号記念 特別企画』として、「石鎚山」のさまざまな表情をご紹
介したいと思います。西日本最高峰であり地域の力強いシンボルである「石鎚山」。いつも見守ってくれている
という圧倒的な存在感は、西条市に暮らす私たちにとって特別な存在です。姿かたちは違えどたった一つの「石
鎚山」。そして、その懐に抱かれた西条市は、県下３番目の面積を有するほど広大なまちとなりましたが、間違
いなくたった一つの私たちの故郷で、来年には合併10年という節目を迎えることになるのです。
　場所によって表情を変える「石鎚山」を通じて、西条市についてもう一度考えていただければ幸いです。

▲ 加茂川河口、禎瑞の龍神社付近。風のない日には「石鎚山」が乙女川の水面に映えます。

⑩

⑧

⑧：ＪＲ予讃線聖徳寺踏切から
⑨：黒瀬ダム湖越しに
⑩：小松総合支所から

▲ ○○○○○○○○

⑨
⑪⑫

②：ひうち大橋から
③：市庁舎本館から
④：新中山川大橋から

⑤：東予総合支所から
⑥：東予運動公園から
⑦：国民休暇村瀬戸内東予から

③

④

⑤⑥

⑦

②

⑪：中山川新橋から
　：今治小松自動車道越しに
⑫：丹原総合支所から
⑬：久妙寺から丹原総合公園越しに

「広報さいじょう」通巻100号記念企画

　◎
小松総合支所
　◎
小松総合支所

　◎
東予総合支所
　◎
東予総合支所

◎丹原総合支所◎丹原総合支所

②

③
④ ◎西条市役所◎西条市役所

⑤ ①

⑥

⑦

⑩

⑧

⑪

⑫
⑬

⑨

①

：さて、これはどこ？
答えは25ページに。

⑬
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昭和19年から39年
余の長きにわたり、
学校教育に携わり、
この間、西条南中
学校校長等の要職
を歴任されるなど、
義務教育の伸展に
多大な貢献をされ
ました。

昭和22年から36年
余の長きにわたり、
学校教育に携わり、
この間、国安小学
校校長等の要職を
歴任されるなど、
義務教育の伸展に
多大な貢献をされ
ました。

　市では合宿都市推進事業として、各種スポーツなどのキ
ャンプや合宿の誘致に取り組んでいます。３月には、次の
日程で各チームが来西します。（２月18日現在）
　見学は自由ですので、皆さんの熱い声援をお願いします。問合せ　市庁舎別館スポーツ健康課　℡0897－52－1255

四国ユースＵ16ブロックトレセン
日程　３月９日㈯～10日㈰
場所　東予運動公園球技場ほか

奈良教育大学ソフトボール部
日程　３月４日㈪～６日㈬
場所　丹原総合公園多目的広場

四天王寺大学ソフトボール部
日程　３月14日㈭～15日㈮
場所　東予運動公園多目的広場

ＪＦＥ西日本硬式野球部
日程　２月16日㈯～３月１日㈮
場所　東予運動公園野球場

京都産業大学サッカー部
日程　３月４日㈪～７日㈭
場所　ひうち陸上競技場

流通科学大学硬式野球部
日程　３月１日㈮～７日㈭
場所　ひうち球場

大阪学芸高等学校硬式野球部
日程　３月20日㈬～24日㈰
場所　東予運動公園野球場

上宮高等学校硬式野球部
日程　３月30日㈯～４月３日㈬
場所　東予運動公園野球場

同志社香里中学校・高等学校陸上部
日程　３月27日㈬～30日㈯
場所　ひうち陸上競技場

キャッチボールキャッチボールキャッチボール 第二球「千の風になったあなたへ贈る手紙」募集について第二球「千の風になったあなたへ贈る手紙」募集について
市長コラムvol.002

　　　　　　　　伊予路に春を呼ぶといわれる椿祭りも、にぎやかに行われました。例年より少し遅いようですが、
　　　　　　　季節は確実に動いています。３月３日は、市民の森で梅まつりも開かれます。多くの皆さんに一足早
　　　　　　　い春の訪れを感じていただければと思います。
　　　　　　　　さて８年余り前、新西条市が誕生した当時によく引用した小説の一節です。「希望とは、地上の道
　　　　　　　のようなものだ。もともと地上には道はない。歩く人が多くなれば、おのずとそれが道になる」
　　　　　　　　著者は中国の作家魯迅（ろじん）です。
　そして、私は市民の皆さんに語りかけました。「合併後のまちづくりは、今までと違った苦労や困難を伴うことで
しょう。一瀉千里（いっしゃせんり）に進むことは、むしろまれなことだと思います。しかし、改革の途上である今
こそ、固定観念から脱却し、新生西条市づくりを行う絶好の機会なのです」と。
　その思いは、今一段と強くなっています。互いの「違い」を認め合うことで「相互の信頼」を築き、豊かな個性に
さらに磨きをかけていきたいと思います。限りない可能性を秘めたこの地域を舞台として、市民の皆さんが主役とな
って、「新西条市物語」をつくっていただくことを心から期待しています。
　さてキャッチボール第二球は、「千の風になったあなたへ贈る手紙」募集についてです。当市出身のテノール歌手
秋川雅史さんのヒット曲「千の風になって」にちなんで、亡くなった人への想いを綴った手紙を全国募集することに
なりました。テーマは「生と死といのち」。愛する家族、大切な友人や恋人、かけがえのない存在…。
　亡き人へ伝えられなかった想いや、喪失の悲しみを超えて生きる熱い想いを綴ってみてください。多くの人に改め
て命の大切さを考えていただきたいと思います。同時に、悲しみを乗り越えて今を生きるひたむきな姿が、必ず私た
ちに生きる元気や勇気を与えてくれると信じています。今回は特別選考委員として、作家の新井満さん、子規記念博
物館館長の竹田美喜さんのお二人にお願いし、快くお受けいただきました。また、「千の風になって」の歌にゆかり
のまちづくりを進める、北海道七飯町（ななえちょう：新井さんが在住され、作曲の地）、新潟市（新井さんの出身
地）にもご協力をいただくこととしています。
　締め切りは、５月31日。応募方法は、郵送やホームページの他、「白い羽のポスト」を西条図書館に設置していま
すので、こちらへ投函していただいても結構です。
　この取り組みを通して、「手紙のふるさと西条市」から、次なる新たな「千の風」への手紙を全国に届けたいと願
っています。そして、文化創造都市西条を全国に発信し、新たなまちの魅力につなげていきたいと考えています。
※一瀉千里：川の水が一度流れだすと、またたく間に千里も流れる意から、物事が速やかにはかどり進むこと。
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市県民税・国民健康保険税の
　　　　　　　　　　申告はお済みですか？申告期間は３月15日㈮まで

■申告に必要なもの
◆平成24年中の所得を明らかにする書類
○源泉徴収票
○営業・農業・不動産収入のある方は、収入額や経費
　の分かる帳簿、通帳、固定資産税課税明細書等
◆平成24年中の控除を明らかにする書類
○国民年金保険料、生命保険・地震保険等の控除証明
　書、医療費控除を受けられる方は医療費の領収書等
◆印鑑（認印で構いません。スタンプ印は不可）
◆申告される方名義の金融機関・口座番号が分かるもの
（所得税の還付が生じた際に必要になります）

　現在、市県民税・国民健康保険税の申告を受け付
けています。既に日程が終了した地区で申告できな
かった方も、下記の各表の会場で申告ができます。
　税務署・市役所から申告書が送付されている方は、
ぜひ郵送申告をご利用ください。
※詳しくは、広報さいじょう２月号２・３ページをご覧ください。

8：30～16：30 大町

8：30～16：30 神拝

8：30～16：30 西条

日　程 時　間 対象地区 会　場
▼丹原地区　申告受付日程表

日　程 時　間 対象地区 会　場
▼西条地区　申告受付日程表

市庁舎
別館５階

１日㈮
加茂公民館加茂9：00～11：00
大保木公民館大保木14：00～16：00

３
月

４日㈪
５日㈫
６日㈬

７日㈭
８日㈮
11日㈪
12日㈫
13日㈬
14日㈭
15日㈮ 8：30～16：30 市内全地区

13日㈬
14日㈭
15日㈮

8：30～16：30

４日㈪ 8：30～16：30 今井

５日㈫
６日㈬

8：30～16：30 久妙寺、南部

７日㈭
８日㈮

8：30～16：30 池田

11日㈪ 8：30～16：30 丹原
12日㈫ 8：30～16：30 願連寺

市内全地区

１日㈮ 9：00～16：00 石経、志川、明穂 中川公民館

丹原総合
支所２階

３
月

日　程 時　間 対象地区 会　場
▼東予地区　申告受付日程表

日　程 時　間 対象地区 会　場
▼小松地区　申告受付日程表

５日㈫ 東予南地域
交流センター8：45～16：00 吉井地区

周布地区

多賀地区４日㈪

１日㈮ 三芳地区 東予北地域
交流センター

６日㈬ 周布公民館

多賀公民館

市内全地区

３
月

14日㈭
15日㈮

東予総合支所
３階

8：45～16：30

8：45～16：00

8：45～16：00
壬生川地区７日㈭ 壬生川公民館8：45～16：00

８日㈮ 国安公民館国安地区8：45～16：00
吉岡地区11日㈪ 吉岡公民館8：45～16：00
庄内地区12日㈫ 庄内公民館8：45～16：00
楠河地区13日㈬ 楠河公民館8：45～16：00

8：30～16：30

１日㈮

４日㈪

５日㈫

６日㈬
７日㈭

８日㈮

11日㈪
12日㈫
13日㈬
14日㈭
15日㈮

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

8：30～16：30

新屋敷、一之宮団地

駅前、新宮、藤木

北川、石鎚団地、石鎚

南川、大開団地

一本松

市内全地区

小松総合
支所２階
ホール

３
月

■お問合せ先
●市庁舎本館市民税課　市民税係　℡0897－52－1317
●東予総合支所税務課　税務係　℡0898－64－2700　内線121
●丹原総合支所総務課　税務係　℡0898－68－7300　内線214
●小松総合支所総務課　税務係　℡0898－72－2111　内線114
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定
申
告
の
問
合
せ

　

伊
予
西
条
税
務
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
９
０

佐
伯
静
香
さ
ん
「
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
」

に
よ
る
確
定
申
告
を
模
擬
体
験
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東日本大震災から２年。事前の対策が命を守る !!

問合せ　市庁舎本館危機管理課　危機管理係　　TEL0897－52－1283

■「死ぬな！」「逃げろ！」「助けろ！」
　平成14年３月に県が行った南海地震被害想定では、西
条市は震度６弱、さらに昨年８月に国が発表した南海ト
ラフの巨大地震による被害想定では、震度７と想定され
ています。
　阪神・淡路大震災では、家屋の倒壊により生き埋めに
なったり、建物などに閉じ込められた方のうち、約95パ
ーセントは自力または家族や隣人に救助されています。
　「死ぬな」「逃げろ」「助けろ」を合言葉に、家具の
転倒防止、家屋の耐震化や非常持出品の準備といった、
災害から自らを守る“自助”対策はもちろん、お互いに
助け合うために、自治会や自主防災組織で行う防災訓練、
防災説明会などに積極的に参加する“共助”対策もしっ
かり行いましょう。

■南海地震に備えよう！
　南海地震は、四国から紀伊半島沖の海底を震源とする海溝型地震であり、100年から150年周期で繰り返し発生
しています。東日本大震災を引き起こした東北地方太平洋沖地震と同じ海溝型地震であるため、巨大な津波が発生
すると考えられています。東海・東南海地震と同時、あるいは時間的に隣接して発生する可能性も指摘されており、
その規模や被害がさらに大きくなる可能性もあります。
　政府の地震調査委員会によると、南海地震が30年以内に発生する確率は、60パーセント程度と推定されています。
兵庫県南部地震の発生直前における、同地震と東北地方太平洋沖地震の30年以内の確率は、それぞれ0.02～８パー
セント（兵庫）、10～20パーセント（東北）でした。これらのデータを見比べると、「明日、南海地震が発生して
もおかしくない」と言っても決して大げさではないと思いませんか。

■３月は地震が多い !?
　平成23年３月11日14時46分、三陸沖を震源とする東北地方太平洋沖地震が発生しました。地震の規模は観測史上
最大となるマグニチュード 9 .0、宮城県栗原市では最大震度７を記録。死者・行方不明者２万人以上という甚大な
被害となった東日本大震災から、今月で２年が経ちます。
　また、平成13年３月24日に発生した芸予地震では、西条市においても震度５強を記録し、液状化や多くの家屋被
害等に遭いました。近年では同じく３月に、福岡県西方沖地震（平成17年３月30日）、能登半島地震（平成19年３
月25日）も発生しています。「もしかして、３月は大地震が起こりやすい？」と思われるかもしれませんが、当然
のことながら、３月だから地震が発生するというわけではありません。
　ただ、１年間に世界で発生している地震のうち、１割は日本周辺で発生しています。私たちは災害大国に住んで
いるということを自覚し、防災対策について考えてみましょう。

▲「生き埋めや閉じ込められた場合、誰に助けられたか」
　という問いに対する回答（日本火災学会「兵庫県南部
　地震における火災に関する調査報告書」より）

▲阪神・淡路大震災で倒れた書架 ▲東日本大震災発生直後の宮城県石巻市の市街地
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こ
の
ほ
ど
、
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
え
ひ
め
と
西
条
市
と
の
間

で
、
「
災
害
時
等
に
お
け
る
物
資

供
給
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
結

ぶ
こ
と
と
な
り
、
そ
の
調
印
式
が

去
る
２
月
13
日
に
市
庁
舎
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
市
民
生
活
の
早
期
安
定
を

目
的
と
し
て
、
食
料
品
や
生
活
必

需
品
な
ど
の
優
先
供
給
お
よ
び
運

搬
に
、
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
で
す
。　

　

調
印
式
で
、
コ
ー
プ
え
ひ
め
の

松
本
等
理
事
長
と
青
野
市
長
が
、

協
定
書
に
署
名
し
、
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
理
事
長
は
「
全
国
の
生
協

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域
を
熟
知
し

た
職
員
、
機
動
力
の
あ
る
ト
ラ
ッ

ク
を
合
わ
せ
て
活
用
し
、
有
効
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
危
機
管

理
課　

防
災
連
携
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
６
７

▲調印式で協定書に署名し、その後、固く握手を
　交わす松本理事長と青野市長

高齢者の交通事故を防ぎましょう !!

　市内過去３年間の高齢者交通死亡事故の状況は、「歩行中…３人」「自転車乗車中…２人」「自動車・原付自転
車運転中…３人」「自動車同乗中…２人」でした。「歩行中」の３人は、すべて国道を横断中の事故であり、交通
量の多い道路での交通安全への配慮が一層求められています。また、自動車の対向車線へのはみ出し、自転車の転
倒、原付２輪車の衝突など運転操作の誤りと思われる事故でも４人が亡くなっています。

　最近の高齢者は、元気で気力も充実している方が多い反面、交通の場において必要な、適応判断能力、反応能力
などは、年々確実に低下しています。さらに道幅、通行量、車のスピードなど交通事情は大きく変化しています。
長年培った経験や感覚だけに頼ることなく、決して無理をせず、十分すぎるくらいの安全確認を行いましょう。
　高齢ドライバーの方は、交通安全講習会・実技研修等を定期的に受け、自己の能力の変化をチェックし、運転に
支障があるような場合は、運転免許証の自主的な返納も検討してみましょう。

　平成24年、愛媛県内において交通事故で亡くなった人は56人で、昭和27（1952）年以来60年ぶりに60人を下回り、
目標としていた「交通死亡事故抑止アンダー60」は達成されました。しかし、死者のうち65歳以上の高齢者は39人
で、全体の69.6パーセントを占めている上、被害者だけでなく車の運転などで加害者となる事故も発生しています。
　市内における平成24年の交通事故死者は５人で、その内４人が高齢者です。平成22年から24年までの３年間を合
計しても14人中10人が高齢者で71.4パーセントを占めています。

問合せ　市庁舎本館危機管理課　交通治安係　　TEL0897－52－1284

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
え
ひ
め
と

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

災
害
時
の
食
料
品
や
生
活
必
需
品
を
確
保
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　そうした一方で、志河川の流れを静かにたたえたダム湖
の水面は、春は山桜やしたたるような新緑、夏は緑が深い
山々、秋は錦に彩られた紅葉、そして冬は雪に覆われた三
ケ森の峰と、四季折々に美しい風景を写し出しています。
　さらにダムの近くには、恵まれた環境を活かしながら自
然とふれあい楽しむことのできる公園が整備されており、
桜やモミジの中を散策する遊歩道や休憩所・トイレなどを
備えた親水空間となっています。
　四国最大級の経営耕地面積を有
する西条市の農業の生産性向上と
経営安定化に寄与している志河川
ダム。国道11号からのアクセスも
容易で、気軽に訪れることができ
ます。春の息吹を感じたら、ご家
族おそろいで出かけませんか？

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

ご当地ソングで歌謡界に新しい風を
　　　　　　　　　　　～ 郷土を愛し、歌を愛して… ～

　　　　　　　　　　　西条市在住のシンガーソングライ
　　　　　　　　　　ター、レーモンド松屋さんは、高校
　　　　　　　　　　時代にバンド活動を開始。上京し音
　　　　　　　　　　楽学校で学んだ後、21歳で郷里に戻
　　　　　　　　　　り音楽以外の仕事に従事しながら、
　　　　　　　　　　音楽活動を続けていました。
　　　　　　　　　　　そうした中、平成20年に自主製作
　　　　　　　　　　ＣＤ「安芸灘の風」を発表すると、
　　　　　　　　　　「有線お問い合せランキング」で史
上初となる４カ月連続１位を獲得。そして平成22年７月、
ついに59歳でのメジャーデビューを果たし、第43回日本有
線大賞で「有線問い合せ賞」と「新人賞」のダブル受賞に

輝きました。その後、平成24年には五木ひろしさんに提供
した「夜明けのブルース」でも、第54回日本レコード大賞
「作曲賞」を受賞。松山を舞台にしたこの曲で、松山市の
大街道商店街で五木さんとのライブ共演も実現しました。
　活躍中のレーモンドさんに、ご自身の歌がヒットしてい
る理由や今後の活動などについてお聴きしました。
　「長い音楽活動の中で、いろんなジャンルのテイストが
うまくミックスされ、私自身のオリジナルとなったサウン
ドが、今、皆さんに受け入れられているのだと思います。
また、郷土をテーマにした曲作りも特徴となっています。
今後はこれまでのように地元中心の活動に加えて、日本各
地の皆さんにも自分の生の演奏を聴いていただくことがで
きたらうれしい」と、熱く語ってくれたレーモンドさん。
　実は、夏彩祭in壬生川で毎年流れている「喜左衛門狸参
上」もレーモンドさんの曲です。ご存じでしたか？

きます。篤山先生の『四如の喩(※)』を理念に掲げ、藩士
の女子だけでなく広く町民の女子にも門戸を開きました。
当時、藩士の妻が夫の存命中に自身の名で私塾を開いた例
はなく、美園の女子教育に懸ける熱意をうかがい知ること
ができます。この私塾は、明治５(1872)年の学制発布で県
内に４校できた女児校の一つとなり、その３年後、51歳で
亡くなるまで美園は教壇に立ち続けます。
　美園の女子教育の理念は、明治40(1907)年創立の小松実
　　　　　　　　　　　　　用女学校、戦後の小松高校家
　　　　　　　　　　　　　政科へと受け継がれ、愛媛県
　　　　　　　　　　　　　の近代女子教育の発展に大き
　　　　　　　　　　　　　く寄与したのです。
　　　　　　　　　　　　　※『四如の喩』とは、人との
　　　　　　　　　　　　　接し方について説いた、今日
　　　　　　　　　　　　　にも通用する教えです。

小松に根付いた丹 美園の精神
　　　 　　　　　　　　～ 愛媛近代女子教育の始まり ～

　小松地区は、近藤篤山先生の教えを受け継いだ「文教の
里」と言われますが、愛媛の近代女子教育発祥の地もまた
幕末の小松藩でした。それは、安政５(1858)年に小松藩士
・丹信積の妻であった美園が、伊予国で最初の女子だけを
対象にした私塾を開いたことに始まります。
　美園は熊本藩士の息女として文政８(1825)年、江戸愛宕
下の熊本藩邸内に生まれます。当時、熊本藩では積極的な
教育政策を進めており、実家も代々漢学者の家系であった
ことから恵まれた教育環境の中で育ちました。兄は佐久間
象山の門下生で、同じく江戸勤めで象山に学んでいた信積
と親しかったことから、二人は出会い結婚します。
　美園34歳の時、夫とともに小松に帰任し自宅に私塾を開

水面に映える四季の彩り
　　　 　　　　　　　　　～ 農業を支える志河川ダム ～

　国道11号を丹原町志川で案内板に従って折れ、松山自動
車道の高架下を抜けてカーブを回り込むと、突然、巨大な
コンクリートの構造物が姿を現します。志河川ダムです。
　古くからしばしば干ばつ被害に遭ってきた道前平野で、
志河川の清流を一滴の無駄もなく利用するために整備され
た志河川ダムは、堤体の高さが48.2メートルもあり、12階
建てのビルとほぼ同じです。また、貯めることのできる水
の量(有効貯水量)は96万立方メートル、小中学校にある25
メートルプールの約 3,500杯分にも当たり、年間を通じて
農業用水の安定的な供給を図っています。合わせて、地下
水のかん養や生態系の保全、そして洪水防止などの役割り
も担っているのです。

今
も
歌
い
続
け
る
レ
ー
モ
ン
ド
松
屋
さ
ん

身近にある癒しの空間です

美園が私塾を開いた丹屋敷跡に
　　　　　　　　建てられた石碑

しじょ たとえみ え

のぶづみ
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「
生
産
者
か
ら
市
場
ま
で
、
地

域
全
体
が
潤
う
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
た
い
」
と
語
る
池
田
社
長
。

㈱
ミ
ー
テ
ィ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
は
、

こ
れ
ま
で
も
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、

西
条
産
品
の
魅
力
を
一
人
で
も
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

全
国
に
西
条
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
を

続
け
る
と
と
も
に
、
や
り
が
い
を

持
て
る
「
西
条
の
農
業
」
の
た
め

の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
サ
イ
ク
ス
で
は
食
の
創
造
館
を

拠
点
と
し
て
、
西
条
産
品
の
販
路

拡
大
や
農
家
の
所
得
向
上
、
さ
ら

に
は
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
商
品

開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

昨
年
４
月
に
池
田
広
美
社
長
が

設
立
し
た
㈱
ミ
ー
テ
ィ
ン
・
ク
ラ

フ
ト
で
は
、
都
市
部
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
飲
食
店
な
ど
か
ら

の
注
文
に
応
じ
、
西
条
の
新
鮮
な

野
菜
や
そ
の
加
工
品
を
詰
め
合
わ

せ
て
全
国
各
地
に
発
送
し
て
い
る
。

商
品
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
的
確
な
組
み
合
わ
せ
で
、

売
り
た
い
も
の
を
欲
し
い
人
の
元

へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
て
い
る
。

　
■
農
業
生
産
者
の

　
　

や
り
が
い
向
上
の
た
め
独
立

　

池
田
社
長
に
は
、
地
方
卸
売
市

場
で
約
15
年
間
働
い
た
経
験
が
あ

る
。
そ
の
間
、
流
通
の
仕
組
み
や

海
外
貿
易
に
つ
い
て
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
多
く
の
生
産
者
と
触
れ

合
う
中
で
、
一
生
懸
命
作
っ
た
農

産
物
が
そ
の
価
値
に
見
合
う
価
格

で
売
れ
な
い
現
実
を
目
の
当
た
り

に
し
、「
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
頑
張

っ
て
い
る
農
家
が
報
わ
れ
な
い
の

か
」
と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
少
し
で
も
生
産
者
の
力

座
を
受
講
し
「
愛
媛
大
学
地
域
再

生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
称
号
を
授

与
さ
れ
た
ほ
か
、
６
次
産
業
化
プ

ラ
ン
ナ
ー
や
農
業
の
担
い
手
を
育

成
す
る
た
め
の
愛
媛
県
の
組
織
で

あ
る
「
あ
ぐ
り
す
と
ク
ラ
ブ
」
で

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務
め
る
な
ど
、

精
力
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
産
者
の
野
菜
や
加
工

品
を
自
ら
販
売
し
た
い
と
の
声
か

ら
、
県
が
主
催
し
３
年
前
に
始
ま

っ
た
「
ふ
る
さ
と
マ
ル
シ
ェ
」
の

運
営
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
毎
回

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
マ
ル
シ
ェ

は
、
農
家
や
事
業
者
に
と
っ
て
直

接
消
費
者
に
商
品
の
魅
力
を
伝
え

な
が
ら
販
売
す
る
こ
と
で
、
日
ご

ろ
は
得
難
い
生
の
声
を
聞
け
る
貴

重
な
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
来
た

る
３
月
３
日
に
も
、
フ
ジ
グ
ラ
ン

西
条
で
「
ふ
る
さ
と
マ
ル
シ
ェ
デ

ラ
ッ
ク
ス
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

に
な
れ
る
よ
う
に
と
取
り
組
ん
だ

が
思
う
よ
う
な
結
果
を
得
ら
れ
ず
、

自
分
の
無
力
さ
を
痛
感
し
た
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
幅
広
い
知

識
や
経
験
・
人
脈
を
身
に
付
け
る

た
め
卸
売
市
場
を
辞
し
、
サ
イ
ク

ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
転
職
。

そ
の
後
、
西
条
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販

路
開
拓
支
援
・
農
商
工
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
、
農
業
生
産
者

の
所
得
向
上
や
や
り
が
い
増
進
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
３
年
間

続
け
て
き
た
が
、
今
度
は
次
第
に

「
生
産
者
と
一
緒
に
な
っ
た
取

り
組
み
を
継
続
す
る
に
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

の
思
い
が
芽
生
え
た
。
そ
し
て
、

独
立
し
起
業
を
決
意
す
る
に
至
っ

た
が
、
こ
れ
は
池
田
社
長
に
と
っ

て
必
然
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

■
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　

総
合
的
な
支
援

　

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て
き
た

池
田
社
長
で
あ
る
が
、
現
在
は
地

域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
習
得
講

information vol.99

株
式
会
社　

ミ
ー
テ
ィ
ン
・
ク
ラ
フ
ト

サ
イ
ク
ス
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室　

入
居
企
業
紹
介 

⑥

や
り
が
い
を
持
て
る
「
西
条
の
農
業
」
の
た
め
に

写真①　㈱ミーティン・
クラフトの池田社長

写真②　全国に発送され
る西条産品の詰め合わせ

写真③　生産者と消費者
との出会いの場でもある
「ふるさとマルシェ」

①

②

③

入
会
企
業
を
募
集
中
！

       

グ
ル
ー
プ
サ
イ
ク
ス

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
案
内

　

西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

（
サ
イ
ク
ス
）
で
は
、
サ
イ
ク
ス

が
提
供
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
や
、
会
員
相
互
の
交
流
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
・
知
識
の
交
換

な
ど
を
通
じ
た
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
、
さ
ら
に
は
企
業
間

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
新
規
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
出
等
に
よ
っ
て
企
業
の

経
営
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
た
、

「
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ク
ス
（
Ｇ
―
Ｓ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
企
業
や
個

人
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
年
会
費

〇
企
業
（
団
体
を
含
む
）
10
万
円

　
　

た
だ
し
、
西
条
市
内
に
本
拠

　

を
置
く
小
規
模
企
業
（
団
体
）

　

は
、
当
分
の
間
半
額
と
し
ま
す
。

〇
個
人
　
３
万
円

　

創
業
を
志
す
個
人
が
対
象
で
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
３
―
０
０
１
０
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
・
一
部
）
・
若
年
者
納
付
猶
予

・
学
生
納
付
特
例
の
期
間
が
あ
る

場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
時

よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
取
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
増
額
の
た
め
、

10
年
以
内
な
ら
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
ら
れ
ま
す
（
追
納
）
。

　

免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
追
納
さ
れ
る
と
、

当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

中
の
方
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳

○
認
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

市
税
の
納
付
方
法
を
口
座
振
替

に
す
る
と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便

利
で
安
心
で
す
。
口
座
振
替
の
手

続
き
は
、
預
金
通
帳
と
通
帳
届
出

印
を
持
ち
、
各
金
融
機
関
の
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
が

口
座
振
替
依
頼
書
を
受
理
し
た
日

の
翌
月
末
日
か
ら
口
座
振
替
が
で

き
ま
す
。（
公
的
年
金
か
ら
特
別

徴
収
し
て
い
る
市
県
民
税
に
つ
い

て
は
口
座
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
）

■
取
扱
金
融
機
関

　

伊
予
銀
行
、
周
桑
農
業
協
同
組

合
、
西
条
市
農
業
協
同
組
合
、
愛

媛
銀
行
、
東
予
信
用
金
庫
、
広
島

銀
行
、
愛
媛
信
用
金
庫
、
香
川
銀

行
、
百
十
四
銀
行
、
四
国
労
働
金

庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
順
不
同
）

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

納
税
第
２
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
９

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
、
紛
失
、
名
義
変
更
、
住

所
変
更
の
手
続
き
は
、
３
月
中
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
４
月
以
降

に
手
続
き
を
し
て
も
そ
の
年
度
の

軽
自
動
車
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

【
手
続
き
の
受
付
場
所
】

■
軽
自
動
車
（
軽
四
輪
）

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
媛
事
務
所

（
松
山
市
南
高
井
町
１
８
１
４

－

２
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
７
５

－

６
７
３
０

■
二
輪
車
（
125
㏄
越
）

　

四
国
運
輸
局
愛
媛
運
輸
支
局

（
松
山
市
森
松
町
１
０
７
０
）

ＴＥＬ
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
７
６

■
原
動
機
付
自
転
車
（
125
㏄
以
下
）

○
市
庁
舎
本
館
納
税
課
納
税
第
１
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
８

○
東
予
総
合
支
所
税
務
課
税
務
係

○
丹
原
総
合
支
所
総
務
課
税
務
係

○
小
松
総
合
支
所
総
務
課
税
務
係

19
日
㈫　

国
民
健
康
保
険
税
第
８

期
分
の
督
促
状
の
発
送

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

　

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

３
月
の
市
税
ご
よ
み

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
安
心
で
す

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
廃
車
・

譲
渡
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　年度末および年度当初に転入等される方で、通常の開庁時間にその手続きに来られない方のため、本庁市民生活課市民係と
東予総合支所市民福祉課市民保険係、丹原・小松総合支所市民福祉課市民福祉係の窓口業務を延長します。
■開庁場所　市庁舎本館市民生活課市民係、東予総合支所市民福祉課市民保険係
　　　　　　丹原・小松総合支所市民福祉課市民福祉係
■取扱業務　各種住所異動届、印鑑登録、国民健康保険加入・脱退、各種証明書発行、戸籍届出。
　　　　　　※他市町村等に照会が必要なものや届出の内容によっては、当日の取り扱いができないことがあります。
■問 合 せ　市庁舎本館市民生活課　市民係　℡0897－52－1211　

一部窓口業務を 19時 まで延長します 期間：３月27日㈬～29日㈮
　　　４月１日㈪～４日㈭

　

西
条
交
通
安
全
協
会
は
、
４
月

１
日
よ
り
社
団
法
人
か
ら
「
一
般

社
団
法
人
」
に
移
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
運
転
免
許
更
新

時
等
に
入
会
さ
れ
て
い
た
方
は
、

普
通
会
員
か
ら
賛
助
会
員
と
な
り

総
会
の
議
決
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

議
決
権
の
あ
る
正
会
員
を
希
望

さ
れ
る
方
は
西
条
交
通
安
全
協
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

西
条
交
通
安
全
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

９
９
１
１

西
条
交
通
安
全
協
会
は

一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
ま
す

－

免
除
・
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

－

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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下
水
道
が
新
た
に
整
備
さ
れ
た

区
域
内
の
土
地
所
有
者
な
ど
に
は

「
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
」
と

し
て
、
下
水
道
整
備
費
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
負
担
金
な
ど
の
賦
課
決
定

の
基
礎
と
な
る
「
下
水
道
事
業
受

益
者
申
告
書
」
を
対
象
区
域
の
土

地
所
有
者
宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
て
期
限
内
に
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
が
な
い
場
合
は
、
市
が
受

益
者
（
納
入
義
務
者
）・
土
地
の

面
積
な
ど
を
認
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
申
告
期
限　

４
月
１
日
㈪

■
申
告
が
必
要
な
方

　

左
表
区
域
内
の
土
地
所
有
者

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

上
下
水
道
係

　

３
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
５
年
２
月
26
日
か
ら
同
年

３
月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
お

よ
び
平
成
24
年
11
月
17
日
か
ら
同

年
12
月
１
日
ま
で
に
転
入
の
届
出

を
し
た
方
で
、
平
成
25
年
３
月
１

日
現
在
に
お
い
て
、
平
成
25
年
２

月
17
日
か
ら
引
き
続
き
西
条
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
方
。

■
縦
覧
期
間　

３
月
３
日
㈰
～
７

日
㈭　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所　

市
庁
舎
別
館

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
こ

の
助
成
を
受
け
て
新
市
集
会
所
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
活
発

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
市
民
生

活
課　

市
民
活
動
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
２

　

平
成
22
年
に
公
共
下
水
道
が
供

用
を
開
始
し
た
区
域
の
方
は
、
平

成
25
年
３
月
末
で
３
年
が
経
過
し

ま
す
。
下
水
道
の
供
用
開
始
後
は
、

３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
へ
接
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

水
洗
便
所
へ
の
改
造
お
よ
び
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
市
の
指
定
工
事
店
で

早
急
な
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
の
水
洗
便
所
改
造
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
供
用
開
始
か

ら
３
年
以
内
の
工
事
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

早
め
に
指
定
工
事
店
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
が
分
か
ら

な
い
方
は
、
担
当
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
４

○
東
予
総
合
支
所
建
設
管
理
課

　

上
下
水
道
係

宝
く
じ
の
助
成
金
で

整
備
し
ま
し
た

▲宝くじの助成金で整備した
　新市集会所

３
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

悪質業者にご注意ください
　宅地内排水設備は個人管理が原則です。
　市が宅地内の排水設備の点検や清掃などを
行ったり、業者を派遣・紹介したりすること
はありません。
　次のような悪質なケースにご注意ください。
○市から依頼されているような紛らわしい
　説明をする
○高額な代金を請求をする
○作業について十分な説明をしない
○業者名や連絡先を明示しない

少しでも
「おかしいな？」と思われたら

■問合せ
　○市庁舎本館下水道業務課　下水道業務係
　　℡0897－52ー1224
　○東予総合支所建設管理課　上下水道係

●身分証明書の提示を求める
●その場ですぐに契約・署名・押印しない
●下記の問合せ先に確認する

■下水道事業受益者の申告対象区域
大谷西、森戸、中土居、川北、川南、玉津、元橋、
横黒下、横黒西、市塚　各一部区域

半田、上組、堀の内、中野口、長屋敷、西野口、
戻川住宅、高砂町　各一部区域

朔日市二区、本町三丁目、百軒巷、北浜南　各一部区域

玉　津

飯　岡

西　条

上神拝、下喜多川北、八丁、古川、若草町、王子町、
川沿町、砂盛町　各一部区域神　拝

新田、上小川、沢、清水町、中町小川、北の丁上、
若葉町西　各一部区域大　町

釜の口、宵の原、楠、藪の内、中西、西原、棚林
各一部区域神　戸

禎瑞中、禎瑞下　各一部区域禎　瑞

西田、西泉東　各一部区域橘

大久保、裏、末長、宮の下　各一部区域氷　見

周布の一部区域周　布

北条、三津屋　各一部区域多　賀

三芳の一部区域三　芳 下水道マスコット
　キャラクター「スイスイ」

下
水
道
事
業
の
受
益
者
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
へ
の
接
続
を

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
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母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
両
親

の
い
な
い
世
帯
で
、
今
春
、
小
・

中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
児
童
が
い

る
保
護
者
の
方
へ
入
学
祝
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
3
月
８
日
㈮
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
が
届
か
な

い
場
合
や
入
学
時
ま
で
に
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
に
な
ら
れ
た
場
合
は
、

担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

経
過
措
置
と
し
て
、
９
月
30
日

ま
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
が
、

入
学
後
に
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に

な
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

女
性
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
１
６

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■問合せ　市庁舎別館環境衛生課　水・環境保全係　
　　　　　℡0897－52－1382

　西条市では、平常時における空間放射線量データの蓄積を
目的に、月に１度、市内８地点での空間放射線量の測定をし
ています。１月の測定結果は右表のとおりですが、いずれの
地点においても異常値は観測されていません。
※環境省が示す基準値：毎時 0.23 マイクロシーベルト
※測定場所の位置図および過去の測定結果は市ホームページ
　をご覧ください。

１月の空間放射線量測定結果 【１月の空間放射線量測定結果一覧表】
測 定 場 所

うちぬき広場 １月25日
１月25日

毎時 0.10 マイクロシーベルト
毎時 0.09 マイクロシーベルト飯岡公民館

測 定 日 測 定 数 値

東予総合支所
楠河公民館
丹原総合支所
旧鞍瀬駐在所
小松総合支所
石鎚登山ロープウェイ
山頂成就駅

毎時 0.10 マイクロシーベルト
毎時 0.11 マイクロシーベルト
毎時 0.10 マイクロシーベルト
毎時 0.09 マイクロシーベルト
毎時 0.10 マイクロシーベルト

毎時 0.03 マイクロシーベルト

１月25日
１月25日
１月25日
１月25日
１月25日

１月 31日

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
方
に
、
日
常
生
活
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
日
常
生
活
用
具
を

給
付
し
ま
す
。

■
日
常
生
活
用
具
の
種
類

○
肢
体
不
自
由　

特
殊
寝
台
、
特

　

殊
マ
ッ
ト
、
移
動
用
リ
フ
ト
、

　

入
浴
介
助
用
具
な
ど

○
視
覚
障
害　

盲
人
用
体
温
計
・

　

体
重
計
な
ど

○
聴
覚
障
害　

聴
覚
障
害
者
用
通

　

信
装
置
・
屋
内
信
号
装
置

○
膀ぼ

う
こ
う胱

・
直
腸
機
能
障
害　

ス
ト

　

マ
用
装
具
（
蓄
便
袋
、
蓄
尿
袋
）

○
呼
吸
機
能
障
害　

た
ん
吸
引
器
な
ど

■
自
己
負
担　

原
則
、
給
付
費
の

1
割
負
担
。（
世
帯
の
所
得
状
況

に
応
じ
て
負
担
上
限
額
を
決
定
）

■
注
意
事
項　

日
常
生
活
用
具
は
、

障
害
の
種
類
、
程
度
や
家
族
構
成

等
で
給
付
要
件
が
決
ま
り
、
障
害

の
状
況
で
希
望
さ
れ
た
用
具
と
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医

療
）
は
精
神
的
な
疾
病
（
障
害
）

で
、
継
続
的
に
通
院
治
療
を
受
け

て
い
る
方
の
医
療
費
の
一
部
を
公

費
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
者　

統
合
失
調
症
、
う
つ

病
、
て
ん
か
ん
等
で
継
続
的
に
通

院
し
て
い
る
方

■
自
己
負
担　

原
則
、
医
療
費
の

1
割
負
担
。（
世
帯
の
所
得
状
況

に
応
じ
て
負
担
上
限
額
を
決
定
）

■
指
定
医
療
機
関
の
確
認
や
申
請

方
法
に
つ
い
て

　

各
医
療
機
関
や
市
の
担
当
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

救
急
車
が
出
動
し
た
際
の
迅
速

な
救
急
救
命
活
動
や
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
安
全
・
安
心
の
確
保

の
た
め
に
、
救
急
時
に
必
要
な
情

報
（
持
病
、
か
か
り
つ
け
病
院
、

常
服
薬
、
緊
急
連
絡
先
等
）
を
容

器
に
収
め
自
宅
の
冷
蔵
庫
で
保
管

す
る
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
無

償
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
代

理
申
請
も
で
き
ま
す
の
で
、
地
区

の
民
生
委
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象

○
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

○
障
害
の
認
定
者
が
い
る
世
帯

○
民
生
委
員
等
が
必
要
と
認
め
推

　

薦
す
る
世
帯

■
交
付
物
品　

救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
一
式
（
保
管
容
器
・
救
急

医
療
情
報
用
紙
・
明
示
シ
ー
ル
）

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

精
神
疾
患
で
の
通
院
医
療
費
の

一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
新
入
学
児

童
へ
入
学
祝
金
を
支
給
し
ま
す

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
交
付

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

▲救急医療情報キット一式
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■
日
時　

３
月
10
日
㈰　

10
時
30

分
～
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
ス
ロ
ー
ガ
ン　

　

地
域
に
は
ば
た
く
私
た
ち　

ふ

れ
あ
う
み
ん
な
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
内
容　

○
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
団
体
の
活
動
発
表
な
ど

○
市
内
小
学
生
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

　

・
表
彰
式

○
活
動
展
示
コ
ー
ナ
ー

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

車
イ
ス
、
点
字
、
傾
聴
、
絵
手

　

紙
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

○
バ
ザ
ー

※
未
就
学
の
児
童
先
着
２
０
０
人

　

に
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
当
日
は
、
手
話
通
訳
、
要
約
筆

　

記
、
車
イ
ス
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

　

介
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

西
条
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

第
９
回
西
条
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ごろ

ｰ ｰ

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。

17日　9：00

17日 12：00

東予体育館

東予体育館

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ

２日 13：00 総合体育館ジュニアアスリート
競技力向上講習会

３日　8：00

３日　8：00

17日　9：00

10日　8：00

31日　9：00

総合体育館

小松剣道優勝大会

第10回西条市民
元気ジャンプアップスポーツ

東予運動公園球技場
ほか

西条市スポーツ少年団
さよなら大会（サッカー）

西条市スポーツ少年団
さよなら大会（ミニバス）

西条市スポーツ少年団
さよなら大会（空手道）

西条市スポーツ少年団
卒団式・指導者表彰式

30日　9：00 西条西部体育館ほか小学生わくわくチャレンジ
スポーツ体験教室

西条西部体育館ほか小学生わくわくチャレンジ
スポーツ体験教室

24日　9：00第５回西条市スポーツ少年団
ミニソフトボール大会

３月のスポーツカレンダー

　　

運
動
の
基
本
「
走
る
」「
投
げ

る
」「
跳
ぶ
」
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
体
力
測
定
を
行
い
、
こ
れ
か

ら
の
健
康
づ
く
り
と
体
力
向
上
に

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。	

■
日
時

　

３
月
17
日
㈰　

９
時
～

■
場
所　

ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
対
象　

　

市
内
在
住
者
（
小
学
生
以
上
）

■
測
定
種
目

○
50
㍍
走

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
（
小
学
生
）

○
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
（
中
学
生

　

以
上
）

○
立
ち
幅
跳
び

○
上
体
起
こ
し

　

30
秒
間
で
上
体
起
こ
し
が
で
き

　

る
回
数
を
測
定

○
腕
立
て
伏
せ

○
時
間
往
復
走

　

５
㍍
間
を
15
秒
で
往
復
で
き
た

　

距
離
を
測
定

■
記
録
証

　

参
加
者
に
市
長
と
陸
上
４
０
０

㍍
走
日
本
記
録
保
持
者
・
髙
野
進

氏
連
名
の
記
録
証
を
交
付
。

※
当
日
の
記
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
公
開
。

■
申
込
書
配
布
場
所　

　

各
総
合
支
所
総
務
課
、
各
公
民

館
、
各
体
育
施
設
な
ど

■
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

３
月
８
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
提

出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

　

〒
７
９
３
－

8
6
0
1

　

西
条
市
明
屋
敷
１
６
４
番
地

　

西
条
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

第
10
回
西
条
市
民
元
気

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ

　

県
で
は
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
整
備
事
業
に
取

り
組
む
西
条
市
紺
屋
町
商
店
街
で

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
10
日
㈰　

１３
時
～

■
場
所　

紺
屋
町
フ
ロ
ム

■
テ
ー
マ

　

地
域
住
民
の
生
活
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
中
心
市
街
地
の
拠
点
づ
く
り

■
内
容

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
バ
ザ
ー
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト　

■
共
催

　

西
条
市
・
西
条
商
工
会
議
所
・

西
条
紺
屋
町
商
店
街
振
興
組
合

■
問
合
せ　

愛
媛
県
経
営
支
援
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
４
６
４

商
店
街
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
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■
日
時　

３
月
17
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
１5
時

■
場
所　

東
予
学
園
（
楠
乙
）

■
内
容　

○
地
域
の
方
の
発
表

○
バ
ン
ド
演
奏
、
バ
ザ
ー
な
ど

■
問
合
せ

　

障
害
者
支
援
施
設　

東
予
学
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

５
０
７
８

東
予
学
園　

学
園
祭

【
石
鎚
山
系
手
作
り
額
写
真
展　

白
い
便
り
】

■
期
間

　

３
月
16
日
㈯
～
24
日
㈰

　

９
時
～
17
時

■
内
容　

冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
霧

氷
や
石
鎚
山
系
の
写
真
を
超
大
型

の
手
作
り
額
で
展
示
。

【YELLPRO
JECT

え
ひ
め
作
品
展
】

■
期
間

　

３
月
28
日
㈭
～
４
月
10
日
㈬　

　

９
時
～
17
時

■
内
容　

音
楽
・
写
真
・
言
葉
を

繋
い
で
エ
ー
ル
（
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
）
に
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
え
ひ
め
の
愛え

が
お顔
を
届
け

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
品
展
。

■
場
所
・
問
合
せ

　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

　

春
先
に
ぴ
っ
た
り
の
お
肌
の
手

入
れ
や
美
白
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
、

美
容
ス
タ
ッ
フ
、
薬
剤
師
が
講
師

を
務
め
ま
す
。
工
場
見
学
、
セ
ミ

ナ
ー
、
試
飲
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
開
催
日　

　

３
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

■
時
間
（
１
日
２
回
開
催
）

　

10
時
30
分
～
12
時
30
分

　

14
時
～
16
時

■
対
象　

満
20
歳
以
上
の
女
性

※
女
性
同
伴
の
男
性
は
参
加
可
。

■
定
員　

各
回
50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先
（
要
予
約
）　

ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
四
国
工
場
ご
案
内
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
－
５
３

－

７
７
７
０

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会

■
日
時　

３
月
26
日
㈫

　
　

１8
時
30
分
～
（
開
場
１8
時
）

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
演
題　

日
本
は
な
ぜ
世
界
で
い

ち
ば
ん
人
気
が
あ
る
の
か

■
講
師　

竹
田
恒
泰
氏

　

旧
皇
族
竹
田
家
に
生
ま
れ
る
。

明
治
天
皇
の
玄や

し
ゃ
ご孫
。
慶
応
義
塾
大

学
講
師
。　

■
入
場
料　

２
０
０
０
円

■
主
催
・
問
合
せ

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
西
条

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－
２
６
３
７
（
宇
佐
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
５

－

３
９
４
３
（
井
上
）

竹
田
恒
泰
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
講
演
会▲竹田恒泰氏

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場　

美
肌
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時
（
雨
天
中
止
）

　

４
月
７
日
㈰　

10
時
～
15
時

　

受
付
は
10
時
～
10
時
30
分

■
場
所　

小
松
町
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
パ
ー
ク
（
石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ

オ
ア
シ
ス
館
第
４
駐
車
場
横
）

■
競
技
内
容

　

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ケ
ー
ト
（
ビ
ギ

ナ
ー
ク
ラ
ス
・
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
）

■
参
加
資
格　

　

一
般
男
女
（
年
齢
制
限
な
し
）

■
参
加
料

　

１
０
０
０
円
（
当
日
受
付
）

■
問
合
せ

　

伊
予
小
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

℡
０
８
９
８

－

７
２

－

４
４
５
４

URLhttp://w
w
w
.e-clubhouse.    

　

org/sites/iyokom
atsu

/      

　

index.php

第
10
回
伊
予
小
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
３

【
磁
石
で
動
く
！
磁
性
ス
ラ
イ
ム

を
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う
】

■
日
時

　

３
月
９
日
㈯

　

13
時
30
分
～
16
時

■
内
容

　

磁
石
を
近
づ
け
る
と
、
生
き
て

い
る
か
の
よ
う
に
動
き
出
し
、
磁

石
を
包
み
込
ん
で
し
ま
う
不
思
議

な
磁
性
ス
ラ
イ
ム
を
作
り
ま
す
。

■
定
員

　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

【
場
所
】

　

科
学
博
物
館
内　

科
学
技
術
館

※
参
加
無
料
で
す
が
常
設
展
観
覧

　

料
は
必
要
。

【
常
設
展
示
観
覧
料
】

○
中
学
生
以
下　

無
料

○
高
校
生
以
上
　
５
０
０
円

○
65
歳
以
上　

２
５
０
円

【
問
合
せ
】　

　

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
０

－

４
１
０
０

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

サ
イ
エ
ン
ス
工
房

■問合せ　観光交流センター内　観光振興課　観光振興係
　　　　　℡0897－47－3575

■午前の部　整理券配布：10時～　　ステージ：11時～
　　　　　　撮　影　会：11時30分～12時15分
■午後の部　整理券配布：13時～　　ステージ：14時～
　　　　　　撮　影　会：14時30分～15時15分
■会　場　　四国鉄道文化館
　※トーマスキャラクターショーは、当日、四国鉄道文化館で配
　　布する整理券と四国鉄道文化館への入館料が必要です。
　※未就学児の入館は保護者同伴が必要です。
　※保護者１人につき未就学児３人まで入場できます。
　※撮影会は、整理券がなくても参加できますが、四国鉄道文化
　　館への入館料が必要です。

３月24日㈰開催日

場　所 鉄道歴史パーク in SAIJO
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※雨天の場合は４月14日に順延

　餅投げ、カラオケ、阿波踊り、フラダンス
などのイベントや出店があります。本谷温泉
に入浴がてら、ぜひご来場ください。
問合せ　本谷温泉まつり実行委員会事務局（目見田）　℡080－3923－1736

当日の会場周辺は大変混雑いたします。
宮内神社前から無料送迎バスが巡回しま
すのでご利用ください。
○巡回バスは合図をすれば乗車できます。

本谷温泉

大明神川

庄内公民館

広
域
農
道

155

無料送迎バス巡回路
宮内神社

会場

ＪＡ周桑東部センター

【
植
物
か
ら
葉
書
づ
く
り
ミ
ツ
マ
タ
編
】

■
日
時

　

３
月
15
日
㈮
・
16
日
㈯

　

10
時
～
12
時　

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費　

８
０
０
円

【
草
木
染
キ
ン
モ
ク
セ
イ
で
染
め
る
】

■
日
時

　

３
月
18
日
㈪　

10
時
～
12
時

■
定
員　

６
人

■
参
加
費　

８
０
０
円
と
布
代

【
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
】

■
日
時

　

３
月
21
日
㈭
・
22
日
㈮

　

10
時
～
12
時

■
内
容

　

生
芋
と
木
灰
で
昔
な
が
ら
の
こ

ん
に
ゃ
く
づ
く
り
。

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費　

８
０
０
円

【
申
込
先
】
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
５
日
前
ま
で
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室

■
日
時

　

３
月
17
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
、
止
血
法
、
異
物
除

去
法
な
ど
、
応
急
手
当
を
学
ぶ
。

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

市
民
救
命
士
養
成
講
座

■
新
入
社
員
研
修

○
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え

　

４
月
２
日
㈫

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
メ
ン

　

タ
ル
ヘ
ル
ス

　

４
月
３
日
㈬

○
新
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

　

４
月
４
日
㈭

○
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン

　

４
月
５
日
㈮

○
も
の
づ
く
り
企
業
人
と
し
て
の

　

基
礎

　

４
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮

○
ク
レ
ー
ン
運
転
の
特
別
教
育

　

４
月
８
日
㈪
・
９
日
㈫

○
機
械
加
工
の
基
礎

　

４
月
10
日
㈬
～
12
日
㈮
・
22
日

　

㈪
～
26
日
㈮

○
溶
接
の
基
礎

　

４
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮
・
５
月

　

７
日
㈫
～
11
日
㈯

■
申
込
期
限　

３
月
22
日
㈮

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

URLhttp://w
w
w
.ticc-ehim

e.      

　

or.jp/

※
各
講
座
は
受
講
料
と
テ
キ
ス
ト

　

代
が
必
要
で
す
。

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

　
　
　

■
日
時　

４
月
５
日
～
６
月
７
日

　

毎
週
金
曜
日
（
計
10
回
・
雨
天

順
延
）
19
時
30
分
～
21
時
30
分

■
場
所　

小
松
中
央
公
園

■
定
員　

10
人
（
予
定
）

■
受
講
料　

５
０
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
代
含
む
）

■
申
込
方
法　

氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
４
月
１
日
㈪
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
詳

細
は
、
小
松
テ
ニ
ス
愛
硬
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
申
込
先

小
松
テ
ニ
ス
愛
硬
会
（
小
笠
原
）

ＴＥＬ
・
FAX
０
８
９
８

－

７
２

－

３
６
７
２

URLhttp://www3.ocn.ne.jp/~kom
atu.t/

テ
ニ
ス
教
室
（
小
松
会
場
）

【臨時休館】　３月11日㈪・25日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　３月24日㈰　10時～13時30分
●内容　西条ベジ「アスパラガス」の料理を３品
　　　作ります。当日ケーブルテレビの取材あり。
●講師　日本料理　和敬（わけい）　竹村竜二氏
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,500円　　●申込期限　３月14日㈭

●日時　３月20日㈬　18時30分～20時30分
●内容　基本的なそば打ち体験をします。
●講師　西條そば　甲（きのえ）　荻原甲慎氏　
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円
●申込期限　３月13日㈬
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４
月
に
開
催
予
定
の
産
業
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
自
慢
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

ダ
ン
ス
、
コ
ン
ト
、
伝
統
芸
能

等
の
ジ
ャ
ン
ル
は
自
由
で
す
。

　

来
場
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
楽
し

め
る
企
画
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

４
月
29
日
㈪

■
場
所

　

市
道
古
川
玉
津
橋
線
沿
い

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

■
披
露
時
間

　

１
チ
ー
ム
５
分
以
内

■
申
込
期
限　

３
月
29
日
㈮

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

中
心
市
街
地
活
性
化
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
９
０

第
13
回
産
業
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
テ
ー
ジ
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

県
で
は
県
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
県
政

に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
提
言
な

ど
を
い
た
だ
く
、
県
政
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

県
内
に
居
住
す
る
満
18
歳
以
上

の
方
（
県
出
身
者
・
所ゆ

か
り縁
の
あ
る

方
も
応
募
可
。
公
務
員
は
除
く
）

■
任
期　

平
成
25
年
４
月
か
ら
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

■
募
集
人
員　

３
０
０
人

■
応
募
方
法

　

県
・
市
町
の
施
設
に
設
置
す
る

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
期
限

　

３
月
15
日
㈮
必
着

■
問
合
せ　

愛
媛
県
広
報
広
聴
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
２
４
３

FAX
０
８
９

－

９
１
２

－

２
２
４
８

E ﾒｰﾙkohokocho@
pref.ehim

e.jp

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

介
護
相
談
員
は
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
が
感
じ
て
い
る
疑
問

や
不
満
な
ど
を
聞
き
、
そ
の
声
を

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
橋
渡
し

を
し
て
、
問
題
の
改
善
・
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

市
内
の
介
護
保
険
施
設
な
ど
へ

の
訪
問
、
定
期
的
な
連
絡
会
へ
の

参
加
。（
活
動
に
際
し
て
実
費
程

度
の
活
動
費
を
支
給
し
ま
す
）

■
応
募
資
格

　

市
内
に
在
住
す
る
方
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富
み
、
高
齢
者

福
祉
に
情
熱
や
理
解
が
あ
る
方

■
任
期　

平
成
25
年
４
月
か
ら
平

成
27
年
３
月
ま
で
の
２
年
間

■
募
集
人
員　

50
人

■
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
、
応
募
の
動
機

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈮
～
25
日
㈪

■
応
募
先
・
問
合
せ

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

西
条
市
明
屋
敷
１
６
４
番
地

　

西
条
市
役
所　

高
齢
介
護
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
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■申込方法　所定の申込書をスポーツ健康課へ提出。
　　　　　　（ファックス可、電話での申込み不可。先着順）
■申込期間　３月１日㈮～12日㈫（期間外の申込みは不可）
■申 込 先　市庁舎別館スポーツ健康課
　　　　　　℡0897－52－1255　　FAX0897－52－1531

20人10：40～12：10 剣道 西条西部体育館 20人10：40～12：10

バドミントン 西条西部体育館 40人10：40～12：10

20人9：00～10：30

空手道 西条西部体育館9：00～10：30

硬式テニス 西条西部公園 40人13：30～15：00

ゴルフ 小松ゴルフ場 20人13：30～15：00

卓球 西条西部体育館 40人13：30～15：00

フットサル ひうち体育館 20人13：30～15：00

スナッグゴルフ 西条運動公園

ソフトバレー 西条西部体育館 40人10：40～12：10

水泳 丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター 20人13：30～15：00

20人

ラグビー 西条運動公園

バレーボール 西条西部体育館 40人9：00～10：30 20人

女子サッカー 西条運動公園

西条運動公園

20人10：40～12：10

▼３月30日に実施する種目
種　　目 時　　間 会　　場 定員

▼３月31日に実施する種目
定員種　　目 時　　間 会　　場

※申込書は、各小学校に配布します。
※屋内競技は体育館シューズを持ってきてください。
※用具は主催者が準備しますが、用具をお持ちの方は持参してください。
※水泳は、水着・水泳帽を持ってきてください。

　小学生（平成25年３月現在）を対象としたスポーツ体
験教室です。２日間の日程で、６種目まで体験できます。

主催：スポーツ体験教室実行委員会

３月30日㈯・31日㈰開催

ソフトボール 9：00～10：30

▲昨年のステージパフォーマンス
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す▲昨年の「四国の祭り2012」

　児童館と東予北・南地域交流センターでは、平成25
年度の幼児教室・クラブなどの参加者を募集します。
■申込方法
　各施設にある申込用紙に必要事項を記入して、受付
日時に参加を希望する施設へ提出してください。
（重複申し込みは不可）

受付日時：３月14日㈭　９時30分～10時
※西条児童館と西条西部児童館の「絵画教室」の受付
　日時は、３月16日㈯９時30分～10時です。
※各幼児教室等は定員を設けています。会費が必要な
　教室等もありますので、詳しくは各施設へお問い合
　わせください。

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061

東予南地域交流センター　石田402－1　℡0898－65－6680

東予北地域交流センター　三芳997　℡0898－66－4185

１歳児親子（平成23年４月
２日～平成24年４月１日生）

第１・３金曜日
10：30～ひよこ

第２・４金曜日
10：30～ぱんだ

水曜日（月３回）
10：30～うさぎ

木曜日（月３回）
10：30～こあら

小学生 第３土曜日
10：00～絵画教室

０歳児親子（平成24年４月
２日～平成24年９月30日生）

金曜日（月３回）
10：00～

水曜日（月３回）
10：00～

水曜日（月３回）
10：00～

木曜日（月３回）
10：00～

水曜日（月３回）
10：00～

木曜日（月３回）
10：00～

みかん

１歳児親子（平成23年４月
２日～平成24年４月１日生）

いちご

さくらんぼ

ばなな

めろん

みどり

木曜日（月３回）
10：00～きいろ

水曜日（月３回）
10：00～あか

木曜日（月３回）
10：00～あお

２歳児以上親子
（平成23年４月１日以前生）

２歳児以上親子
（平成23年４月１日以前生）

１歳児親子（平成23年４月
２日～平成24年４月１日生）

２歳児以上親子
（平成23年４月１日以前生）

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342

１・２歳児親子（平成22年
４月２日～平成24年４月１日生）

毎週水曜日
10：30～うさぎ

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511

１歳児親子（平成23年４月
２日～平成24年４月１日生）

第１・３水曜日
10：00～さくら

第２・４水曜日
10：00～もも

第１・２・３木
曜日　10：00～たんぽぽ

２歳児以上親子
（平成23年４月１日以前生） 第１・２・３金

曜日　10：00～すみれ

小学生 第３日曜日
10：00～絵画教室

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時

丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960

１歳児親子（平成23年４月
２日～平成24年４月１日生）

毎週金曜日
10：30～らっこ

毎週木曜日
10：30～こぐま ２歳児以上親子

（平成23年４月１日以前生）

教　室　名 対　象　者 実 施 日 時
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●絵画展（前期）
　田野洋画教室、グループ「コスモス」による洋画と水
墨画を展示します。
期間　～３月９日㈯まで
●絵画展（後期）
　地域の方の県展入選作品を含む絵画を展示します。
期間　３月12日㈫～26日㈫
【開館時間】８時30分～17時　　【３月休館日】月曜日、20日㈬

●特別展示「私たちの学習　篤山先生」
　平成24年度も多くの小中学校生徒が、小松藩の近藤篤
山先生と「史跡近藤篤山邸」を見学し、学習してくれま
した。その様子をパネルにして、子どもたちが考えたこ
とを展示します。
期間　３月10日㈰～４月21日㈰　

【開館時間】９時～17時30分
【３月休館日】水曜日、21日㈭、22日㈮、31日㈰

河之内甲494番地
TEL0898－66－0372

毎月26日「お風呂の日」は
★イス式全身マッサージ器無料開放！
★ポイント２倍デー！

年中無休　※清掃日は13時まで札止め。
●清掃日　本館・家族風呂：毎週水曜日
　　　　　新館：第２・４金曜日
●入　浴　９時～22時（札止め：21時30分）
●宿　泊　チェックイン：15時　チェックアウト：10時

毎月６・16・26日は
★イス式全身マッサージ器無料開放

●子規句碑展（後編）
　道後、平和通、城東などに建立されている子規の句碑
を写真と資料で紹介します。
期間　～３月30日㈯まで
●電子工作教室－参加者募集－
　光センサーで高輝度白色発光ダイオ
ードが点灯する「光センサーライト」
を作ります。
日時　４月５日㈮　10時～11時30分
対象　小学４～６年生　
定員　10人（先着順）
募集期間　３月５日㈫～31日㈰　　
参加費　無料　

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【３月休館日】月曜日、21日㈭

●春休み短期水泳教室－参加者募集－
日時　３月27日㈬～30日㈯　16時～17時
対象　小学生（新１年生を含む）
定員　25人（先着順）　　参加費　3500円
申込期間　３月１日㈮～17日㈰
●市内小・中学生無料開放日
日時　３月２日㈯・９日㈯　10時～12時
●無料クロール教室
日時　３月23日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
登録料　市民：無料　市外の方：1000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円
【開館時間】 10時～21時　　【３月休館日】月曜日

●特別展示　塩崎剛のはさみ切り絵
　下絵がなく、はさみの一筆
切りで仕上げた作品は、この
10年の出会いと別れから生ま
れました。今まで支え、励ま
してくれた人など、多くの方
々に見てもらいたいです。
期間　３月２日㈯～31日㈰　※最終日は15時30分まで

【開館時間】９時～17時　　【３月休館日】月曜日、21日㈭

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【３月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日（20日営業）

●椿一輪展
　約200種の椿の展示・椿に関する
グッズの展示・苗木の販売・椿油の
販売・椿カレンダーの配布・抹茶の
接待（10～13時）
日時　３月２日㈯　９時30分～16時
　　　３月３日㈰　９時30分～15時
場所　椿交流館内・椿ハウスおよび椿ハウス前テント・
　　　ハイウェイオアシス館３階ロビー
　　　※オアシス館駐車場をご利用ください。
問合せ　愛媛・小松つばき会　0898ー72ー2631
●たかばーばの押し絵教室展
　たかばーば（越智孝子さん）の押し絵
教室に毎週通う皆さんが、コツコツ作り
上げてきた作品を展示します。タペスト
リーから屏風などの大作まで、素敵な作
品をゆっくりご覧ください。
期間　３月10日㈰～４月９日㈫
場所　椿交流館内まちづくり展示コーナー
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【開館時間】８時30分～17時　　【３月休館日】月曜日、21日㈭

▼　プラネタリウム情報　▼

こどもの国　３月の行事予定表

●木工教室
日時　３月９日㈯・23日㈯　13時30分～15時30分　
●水彩画教室
日時　３月１日㈮・15日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　３月６日㈬・20日㈬　13時30分～15時30分
●３月企画展「木工・木彫作品展」「永井廣武作品展」
期間　３月１日㈮～23日㈯　※最終日は12時まで

【開館時間】９時～22時　　【３月休館日】月曜日、21日㈭

●趣味の芸術展
　市内在住の慶徳利治さんが主宰
する趣味の芸術展。絵画、俳画、
半切、工芸作品などを展示します。
期間　３月２日㈯～29日㈮
●考古学講座
日時　３月17日㈰　13時～15時
テーマ　発掘調査から見えてくる西条
講師　公益財団法人愛媛県埋蔵文化財センター
　　　岡田敏彦氏
●東海地方の石展
　故黒田武恒氏寄贈の東海地方産出鑑賞石を展示します。
期間　３月２日㈯～29日㈮
●火おこし体験
日時　３月10日㈰・24日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。
【開館時間】９時～17時　　【３月休館日】月曜日、21日㈭

●雛祭り人形と郷土玩具展
　恒例の全国各地の雛人形と郷土玩具を展示。併せて、
天神飾り等も展示しています。
期間　～４月３日㈬まで

【開館時間】９時～16時30分　　【３月休館日】月曜日、21日㈭

四国鉄道文化館
●ペーパークラフト体験教室
　０系やＮ700系の新幹線車両を制作します。
日時　３月２日㈯・９日㈯・16日㈯・23日㈯・30日㈯　11時～12時
●新幹線こぼれ話
　新幹線指令業務を担当していた元ＪＲ社員の当館職員
が、新幹線にまつわる楽しい話を披露します。
日時　３月29日㈮　11時～

【開館時間】８時～19時
【３月休館日】水曜日（20日開館）、21日㈭　※観光交流センターは無休

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時

３日㈰
10：00～12：00

備　　　　考

楽しい英語絵本の読み聞かせ

26日㈫
10：00～12：00

ストーリーテリング
毎週土曜日
11：00～11：30

囲碁教室

10日㈰
13：30～15：30

４年生以上　保護者同伴可
定員：20人　申込用紙あり
申込期限：３月６日㈬

パソコンでイラストを描こう
２回シリーズ

９日㈯・16日㈯
13：30～15：30

16日㈯
10：00～12：00

24日㈰
13：30～15：30

24日㈰
13：30～15：00

５歳～小学生　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
５日以内のキャンセルは実費必要

花育教室
春の花に親しむ

小学生　定員：30人
材料費：300円
小学４年生以上　定員：15人
４年生は保護者同伴
申込期限：３月６日㈬

※次月の行事予定表は、10日からこどもの国にあります。

イラスト教室

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具、かまぼこ板

将棋教室

小学生　定員：20人　
材料費：500円

エコクラフト教室
かんたんかご作り

27日㈬
13：30～15：30

16日㈯
13：30～15：30

小学３年生～中学生
定員：20人　材料費：100円

絵画教室
かまぼこ板の絵に応募しよう

地球探検教室
パワースポット高尾城跡を
探検しよう

みんなでクッキング！
春のむしパン作り

17日㈰
10：00～12：00

23日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：10人
３年生以下は保護者同伴

電子工作教室
電子草笛

キッズダンス教室
小学生　定員：20人
動きやすい服装・くつした
必要な物：飲み物、タオル

２日㈯
13：30～15：30

ポーセラーツ教室
５歳～小学生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります。

おはなしのへや 毎週土曜日
14：00～14：30

かみしばい、なぞなぞ、
絵本の読み聞かせなど

小・中学生
小学１～３年生は初級コースひなまつり工作

10日㈰
13：30～15：00

小・中学生　
小学１～３年生は初級コース

やきもの教室
コップを作ろう

20日㈬
10：00～12：00

５歳～小学生　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
必要な物：汚れてもいいフェイスタオル
作品のお渡しには１か月ほどかかります。

小学生　定員：20人
材料費：300円　申込用紙あり
申込多数の場合は抽選
申込期限：３月15日㈮

トールペイント教室
かわいい小物作り

28日㈭
10：00～12：00

５歳～小学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
必要な物：牛乳パック

クレヨンしんちゃん　かすかべ防衛隊
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜日・祝日：
　　11時、13時10分、14時20分、
　　15時30分　
　※第２・４土曜日の11時の
　　１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円
　　（幼児、65歳以上の方は無料）

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。
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西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　 ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

【開館時間】
　西条図書館：９時～22時　　
　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【３月休館日】
　西条図書館：31日㈰
　東予図書館：月曜日、３日㈰～11日㈪、21日㈭、31日㈰
　丹原図書館：金曜日、21日㈭、31日㈰　　　
　小松温芳図書館：水曜日（20日開館）、21日㈭、22日㈮、31日㈰

●１日・15日・29日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●８日・22日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●９日・23日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●３日・17日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　３月９日㈯　15時～16時　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　３月13日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　３月９日㈯　14時～15時　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　３月28日㈭　10時30分～11時　対象：乳児以上
小松温芳図書館
○お話し会　　３月23日㈯　10時30分～　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●４日・18日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●12日・26日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●６日・20日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40

●13日・27日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●７日・21日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

▼特別館内整理期間に伴い、次の日程で休館します
　東予図書館：３月３日㈰～11日㈪
※整理期間中の図書館の図書は、予約・回送依頼ができません。
※図書の返却はブックポストか、開館している図書館をご利用ください。

●ゲーム遊び（要申込）
　３月９日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●ニコニコクッキング「ぼたもちを作ろう！」（要申込）
　３月16日㈯　10時～12時
　対象：小学生　定員：10人　場所：大町公民館調理室
　必要な物：エプロン・三角巾・ハンドタオル・
　　　　　　持ち帰り用の食品保存容器１個
●平成25年度「たかまるきっず」会員募集について
　　　　　　　　　～集まれ！元気いっぱい西条っ子！～　
　対象：小学生～高校生
　　　子どもたちの、子どもたちによる、子どもたちのための
　　西条児童館をめざし、行事や遊びを自分たちで企画・実行
　　するグループ「たかまるきっず」を募集します。
　申込方法：西条児童館へお申込みください。（電話可）

●リズム教室
　３月２日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生
●お茶会
　３月９日㈯　10時～11時30分　定員：50人
　お茶券：150円
　　　茶道クラブの子どもたちが、おいしいお茶とお菓子で
　　おもてなしをします。

●土曜あそび隊「大根もちをつくろう」（要申込）
　３月16日㈯　10時～11時
　対象：小学生
　定員：20人

●こども映画会「となりのトトロ」
　３月２日㈯　13時30分～15時
●かんたんクッキング「ホットプレートで作るクレープ」（要申込）
　３月23日㈯　14時～　対象：幼児・小学生　定員：10人
●リトミック（要申込）
　３月27日㈬　10時30分～11時
　対象：２歳～未就学児親子　定員：10組

氷見西新開59　℡0897－57－6061

大町456－1　℡0897－56－2511 広岡甲92－2　℡0898－66－5342

丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【３月休館日】月曜日、20日㈬

広報さいじょう　2013　３月号 20



　

「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」
…
こ

の
詩
句
を
目
に
し
た
途
端
、
独
特

の
書
体
と
併
せ
て
、
深
く
心
の
中

に
銘
記
さ
れ
、
詩
句
の
持
つ
優
し

さ
、
温
か
さ
、
強
さ
を
驚
き
と
共

に
感
受
さ
れ
た
人
は
数
多
く
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
詩
句
は
、
詩
人
と
し
て
著

名
な
坂
村
真
民
さ
ん
の
代
表
的
な

詩
句
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
も
と
も

と
は
真
民
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
口

に
さ
れ
て
い
た
言
葉
を
苦
し
い
時
、

辛
い
時
に
唱
え
て
い
こ
う
と
思
っ

た
の
が
す
べ
て
の
始
ま
り
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

真
民
さ
ん
は
、
明
治
42
年
熊
本

県
で
生
ま
れ
、
困
窮
と
病
苦
と
の

闘
い
の
中
で
幼
少
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
伊
勢
～
朝
鮮
～

三
瓶
～
吉
田
～
宇
和
島
を
経
て
、

昭
和
42
年
に
移
住
し
た
砥
部
が
終つ

い

の
棲す

み
か家

と
な
り
ま
し
た
。

　

「
今
、
自
分
に
何
が
で
き
る

か
。
」
を
常
に
自
己
に
問
い
か
け
、

そ
の
表
現
方
法
と
し
て
、
最
初
は

短
歌
を
詠
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

真
民
さ
ん
の
思
い
は
短
歌
の
枠
内

に
収
ま
り
き
ら
ず
、
詩
作
へ
と
向

か
っ
た
の
で
し
た
。

　

体
力
の
続
く
限
り
詩
作
に
専
念

し
続
け
て
、
集
積
さ
れ
た
作
品
群

は
、
詩
集
と
し
て
全
八
巻
か
ら
成

り
、
「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」
を

は
じ
め
、
心
に
響
く
詩
が
た
く
さ

ん
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」

「
二
度
と
な
い
人
生
だ
か
ら
」
な

ど
の
有
名
な
詩
句
は
、
詩
碑
や
句

碑
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

建
立
さ
れ
、
平
成
24
年
12
月
現
在
、

海
外
に
36
カ
所
、
国
内
に
７
０
１

カ
所
、
愛
媛
県
に
１
４
５
カ
所
、

西
条
市
内
に
13
カ
所
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

真
民
さ
ん
に
つ
い
て
、
興
味
を

お
持
ち
の
方
や
詳
し
い
こ
と
を
知

り
た
い
方
は
、
砥
部
町
に
あ
る

『
坂
村
真
民
記
念
館
』
を
訪
問
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

多
数
の
展
示
品
を
取
り
揃
え
て

お
り
、
真
民
さ
ん
の
世
界
に
容
易

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
人
権
教
育
の
理
念
と
人

権
感
覚
の
本
質
を
的
確
に
表
現
し

て
い
る
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

題
名
『
す
べ
て
は
光
る
』

詩
文
「
光
る　

光
る　

す
べ
て
は

　

光
る　

光
ら
な
い
も
の
は　

ひ

　

と
つ
と
し
て
な
い　

み
ず
か
ら

　

光
ら
な
い
も
の
は　

他
か
ら　

　

光
を
受
け
て　

光
る
」
。

▲香園寺（小松町新
　屋敷）にある句碑

「念ずれば花ひらく」～坂村真民の世界～
西条市教育委員会 小松分室№100

西条市障害者虐待防止センター
を設置しました

　障害者虐待の早期発見・早期対応と障害者お
よび養護者（家族等）への支援を一層充実する
ため、「障害者虐待防止センター」を市社会福
祉課内に設置しました。
　虐待を受けたと思われる障害者を発見した場
合、すぐにお知らせください。
　電話での通報等は、24時間365日対応します。
時間　月～金曜日（祝日除く）
　　　８時30分～17時15分
電話　0897－52－1214（休日夜間 0897－56－5151）
ＦＡＸ　0897－52－1294
※相談や通報、届出をした人の情報は守られます。
※現に暴行があるなど緊急に保護が必要な場合は
　110番で警察署、重篤な傷病がある場合は119番
　で消防署へ通報してください。

　次の方々が平成24年11月15日から２年間、自衛官募集
相談員に委嘱されました。自衛官に関する相談事などが
ありましたら、お気軽にご相談ください。

自衛官募集相談員が委嘱されました

地区 住　　　所氏　名 電 話 番 号

西条

小松
丹原

東予

小野　章
横田雄二

坂東君良
森　達正
岩城博年
徳永　皖
森川　昭
佐伯　桂
國廣　学

朔日市882－24
大町379－6
大町942－13
氷見乙762－4
周布615－13
高田916－192
河原津甲957－2

小松町南川甲123－3
丹原町長野1032－1

0897－56－9633
0897－55－6722
0897－55－4546
0897－57－7557
0898－64－5253
0898－66－1230
0898－66－3097
0898－66－6695
0898－72－2970

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

■
個
人

○
故
伊
藤
チ
カ
エ
（
市
之
川
）

○
後
藤
理
久
（
三
津
屋
）

○
砂
田
宏
司
（
三
津
屋
南
）

○
柳
瀬
英
子
（
壬
生
川
）

○
松
原
猛
（
高
田
）

○
高
橋
直
人
（
旦
之
上
）

○
黒
川
ヨ
ネ
子
（
河
之
内
）

■
各
種
団
体

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
西
山
学
園
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

えひめの子育て応援サイト
「のびのび .com」

　はじめての子育ては、分からないことがたく
さん。そんなときに役立つサイトが、「のびの
び.com」です。子どもの成長に合わせた「育児
情報」や、公園・病院・保育所といった「子育
て支援情報」など、子育てに役立つ情報をたく
さんお届けしています。 　　　　　　　
ＵＲＬ http://www.ehime-nobinobi.com/
問合せ 愛媛県子育て支援課　089－912－2413
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①　炊き上がったご飯に寿司酢をかけ、冷めないうちに、
　切るようにして手早く混ぜ合わせて寿司飯を作る。
②　ひき肉、卵は各調味料で味付けして炒め、肉そぼろ、
　炒り卵を作る。ニンジンはみじん切りにして味付けし、
　炒めておく。
③　アスパラガスは塩ゆでし、ななめ切りにする。
④　プリン型の容器に、②③の具材（肉そぼろ・炒り卵・
　ニンジン、アスパラガス）を好みの順で、寿司飯と交互
　に詰め込む。ギュッと押しながら詰め込まないと、容器
　から出したときにバラバラになってしまうので要注意。
⑤　しばらく時間をおき、容器から出して皿に盛り付け、
　アスパラガスやニンジンなどを飾り付ける。

栄養士チェック
　アスパラガスに多い栄養分はカリウム、ビタミンＡとＣな
どです。高血圧予防、皮膚や粘膜の保護の作用があります。
このほか「アスパラギン酸」「ルチン」と呼ばれるアミノ酸
も含まれており、新陳代謝を促したり、血管を丈夫にしたり
と健康維持に効果的です。

栄養価（１個当たり）

材　料（４個分）

　

周
桑
平
野
は
県
内
で
最
大
の
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
産
地
で
あ
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
？　

中
で
も
Ｊ
Ａ

周
桑
で
生
産
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
秀
・
Ｌ
以
上
の

特
選
品
を
「
緑
の
さ
さ
や
き
」
の

ブ
ラ
ン
ド
名
で
関
西
市
場
を
中
心

に
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
県
の
「
愛

あ
る
ブ
ラ
ン
ド
産
品
」
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

緑
の
さ
さ
や
き
の
特
長
は
、
抜

群
の
甘
み
と
歯
切
れ
の
良
い
や
わ

ら
か
さ
で
す
。
こ
の
お
い
し
さ
の

秘
訣
は
、
土
壌
分
析
に
基
づ
く
徹

底
し
た
土
づ
く
り
と
、
厳
格
な
栽

ＪＡ周桑女性部

エネルギー ‥‥‥‥‥‥ 422kcal　　タンパク質 ‥‥‥‥‥‥‥ 13.9ｇ
脂質 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.8ｇ

次回は５月号の掲載です。食材はお楽しみに！　　問合せ：市庁舎本館ブランド戦略課　℡0897－52－1380

培
管
理
に
あ
り
ま
す
。
収
穫
か
ら

出
荷
ま
で
の
一
貫
温
度
管
理
に
よ

っ
て
、
鮮
度
も
長
持
ち
し
ま
す
。

　

出
荷
は
１
月
下
旬
か
ら
10
月
下

旬
ま
で
続
き
ま
す
が
、
寒
い
間
に

栄
養
を
蓄
え
た
春
芽
の
も
の
は
、

特
に
甘
さ
が
際
立
ち
ま
す
。

シニア野菜ソムリエ
加藤 智子さん

　アスパラガスは春の訪れを
告げる野菜です。
　緑や白のものがありますが、
日光に当てて栽培すると緑色

に、土をかぶせて栽培すると白色に育ちます。最近
では紫色もありますので探してみてください。ただ
し、ゆがくと緑色に戻ります。
　３月といえばひな祭り。
　華やかな彩りのちらし寿司は、菱餅、はまぐりと
ともにお祝い膳に欠かせませんね。
　緑色（芽吹き）、白色（大地の雪）、桃色（命）は
雪の下の大地から芽吹いた桃の
花が咲いている様子を表わして
いるそうです。
　緑色のアスパラガスを飾って
のちらし寿司で、ひな祭りをお
祝いしてはいかがでしょうか。

　寿司飯とアスパラガスの甘味がマッチして、お子さま
にもきっと喜んでいただけると思います。
　大地の恵みをふんだんに受けた周桑のアスパラガスは、
栄養素をたっぷりと含み、ゆでても軽く焼いてもおいし
くいただけますので、ぜひご賞味ください。

米 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２合　　寿司酢 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量
アスパラガス ‥‥‥‥‥‥‥ ４本
肉そぼろ　ひき肉（豚または鶏） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 120ｇ
　　　　　砂糖・酒・しょうゆ・みりん ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 各大さじ１強
　　　　　ショウガ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々
炒り卵　　卵 ‥‥‥‥‥‥‥ ２個　　ニンジン　ニンジン ‥‥ １／３本
　　　　　砂糖 ‥‥‥‥ 大さじ１　　　　　　　砂糖 ‥‥   小さじ１／2
　　　　　塩 ‥‥‥‥‥‥‥ 少々　　　　　　　塩 ‥‥‥‥‥‥‥ 少々
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2/2  吉田　弘 サッカー 教室 1/20  アイクラブ ソフトボール 教室

1/27  駅伝 競走 大会 (東予会場)

2/6  第３回 子ども 防災 サミット

1/25  文化財防火デー 火災防御 訓練

2/15  亡き大切な人への想いを… 「白い羽のポスト」 設置

　市内の小学６年生がこれまで取り組んできた12歳教育の成果を
発表する「第３回子ども防災サミット」。庄内・中川・飯岡の各
小学校の代表者による、家族防災会議や非常持出袋、自分たちが
できる備えなどに関する実践発表の後、パネルディスカッション
で意見交換を行い、最後にサミット宣言を全員で採択しました。

　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯを
スタート・中継・ゴール地点にし、
東予運動公園内の周回コースでチー
ムの団結と健脚を競った駅伝競走大
会には、103チーム・736人ものラン
ナーが出場。時折、雪の舞う厳しい
寒さのなかでのレースとなりました
が、チームメイトから引き継いだタ
スキを次の走者につなぐため見せた
熱い走りに、仲間からの声援が途切
れることはありませんでした。

　亡き大切な人への
想いをつづる「千の
風になったあなたへ
贈る手紙」の全国募
集開始に伴い、その
シンボルである「白
い羽のポスト」が、
このほど西条図書館
に設置されました。
　『「千の風になっ
て」のまちづくり実
行委員会』が中心と
なり、市内外の１千
人を超える皆さんの
ご支援のもと完成し
たポストは、応募作
品の投函用を兼ねて
おり、『「千の風に
なって」ゆかりのま
ち協力連携都市』で
ある北海道七飯町と
新潟市にも設置され
ています。

　世界最古の木造建造物・法隆寺の金
堂火災を契機に毎年１月26日は「文化
財防火デー」と定められていますが、
これに先立ち丹原町の西山興隆寺でも
国指定重要文化財である本堂から出火
したとの想定のもと、火災防御訓練が
行われました。厳しい寒さのなか本番
さながら、びしょ濡れになりながらの
訓練、本当にご苦労様でした。

　全日本クラブ女子ソフトボール選手権大会に、８年連続での出
場を果たしている「アイクラブ」の皆さんが講師を務めた教室に
は、市内中学校の女子ソフトボール部員ら58人が参加しました。
県内トップレベルのテクニックとパワーに触れ、さらなる上達を
めざそうとする参加選手たちの真剣なまなざしが印象的でした。

　20歳以下の日本女子代表の吉田弘監督と３人の元日本女子代表
選手等をお迎えし開かれたサッカー教室。参加した市内の小中学
生ら64人は、向上心を持って練習に取り組むことなど選手として
の心構えを学んだあと、１対１の個人プレーからゲーム方式での
チームプレーまで実践的な技術指導を受けることができました。

トップアスリートの指導で 意欲 と 競技力 の向上を　～ 次世代育成支援スポーツ事業 ～
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　　　　　ベトナムでよく見る光景に、写真のようにお釣りと一緒に渡されるガムや飴がある。ベトナムに来
た最初のころは、店員の“優しさ”、あるいは私への“好意”か何かかと思い、少し得した気分で喜んでいた。
が、よくよく見るとお釣りが少し足りない。1000ドン（約４円）足りない
のである。ある日、店員に確認したら、「1000ドン札がきれてるのよ。代
わりにガムね」と笑顔でかわされた。お釣りの代わりのガム。そう、ベト
ナムでの買い物には、よくこの種のガムや飴が登場する。日本では考えら
れないことも、この国では「そっか」で許される。たくさんの飴やガムの
中から選ばせてくれるお店もある。男性なら、タバコを１本渡される場合
もある。皆さんも、ベトナムでの買い物でこのような“お釣り”を渡され
たら、「足りない！！」と腹を立てずに、この変わったお釣りを楽しんで
みてください。 　（フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子） ▲ベトナムの紙幣とガム

【３ページの答え：禎瑞下組集会所付近にあるお地蔵さんから見た石鎚山の姿です】
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■行政相談
○３月５日㈫ ・４月２日㈫ 13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○３月12日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○３月26日㈫　９時～12時　徳田公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○３月12日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○３月15日㈮　13時～15時　小松農村環境改良センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215
■人権相談
○３月12日㈫　13時～17時　壬生川公民館
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○月～金曜日（祝日は除く）　８時30分～17時15分
　松山地方法務局西条支局
　問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は３月１日㈮～）
○３月13日㈬・27日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○３月19日㈫　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は10頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　３月12日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険出張相談
　３月13日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■社会保険等相談
　３月14日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■不動産無料相談
　３月８日㈮　13時～15時　
　宅建協会西条支部（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　３月11日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－6767
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　３月13日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階1 0 2 会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室　　　　　　　　　　　　
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　３月21日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■お酒の悩み相談
　３月27日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

「表示登記の日」無料登記相談所
日　時　３月５日㈫・19日㈫　13時～17時（完全予約制）
場　所　ハローワーク西条
内　容　心のケアから「自立」に必要なスキルアップまで、
　　　　若者をトータルにサポートします。
対　象　おおむね40歳未満で就業していない方、その保護者
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
      　　月～水・金曜日：10時～18時
　　　　木曜日：11時30分～19時30分

東予若者サポートステーション出張相談会
日　時・場　所
　４月１日㈪　11時～14時　市民会館（東予総合支所隣）
　４月３日㈬　10時～15時　総合文化会館２階研修室
内　容
　土地・建物の登記、土地の境界、供託の手続き等の相談
問合せ
　愛媛県土地家屋調査士会　℡089－943－6769
　愛媛県司法書士会　　　　℡089－941－8065  　

広報さいじょう　2013　３月号 26



　

災
害
医
療
と
は
、「
医
療
の
資

源
す
べ
て
を
も
っ
て
し
て
も
対
応

で
き
な
い
程
の
人
数
が
医
療
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
時
」
で
あ
り
、

被
災
人
数
が
医
療
で
受
け
入
れ
ら

れ
る
人
数
を
超
え
た
際
の
こ
と

（
被
災
人
数
∨
医
療
機
関
で
治
療

で
き
る
人
数
）
を
示
し
ま
す
。
皆

さ
ん
が
ご
存
じ
の
災
害
は
大
地
震

で
す
が
、
バ
ス
事
故
や
電
車
事
故
、

火
災
等
も
同
様
に
災
害
で
す
。

■
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は

　

こ
の
よ
う
な
際
に
は
医
療
資
源

が
相
対
的
に
足
り
な
い
た
め
に
被

災
さ
れ
た
方
の
全
員
に
対
し
て
平

時
と
同
じ
よ
う
に
医
療
を
行
う
こ

と
が
で
き
ず
、
応
急
手
当
に
よ
り

救
命
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
方
か

ら
優
先
し
て
治
療
を
行
う
必
要
性

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
判
断
す
る
方
法
が

「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
で
す
。
一
定
の

訓
練
を
受
け
た
者
が
「
ト
リ
ア
ー

ジ
」
を
行
い
、
診
察
お
よ
び
治
療

の
順
番
を
決
定
し
ま
す
。
皆
さ
ん

も
テ
レ
ビ
等
で
赤
、
黄
、
緑
、
黒

の
色
が
つ
い
た
カ
ー
ド
を
被
災
者

の
手
に
つ
け
、
治
療
の
優
先
度
を

決
定
す
る
訓
練
（
ト
リ
ア
ー
ジ
訓

練
）
を
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
災
害
医
療
の
際
に
は

ト
リ
ア
ー
ジ
が
重
要
な
部
分
な
の

で
、
パ
ニ
ッ
ク
と
な
ら
な
い
よ
う

に
各
病
院
で
訓
練
は
繰
り
返
し
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
に
て
「
赤
」

「
黄
」
の
場
合
に
は
早
期
に
治

療
を
行
う
必
要
性
が
あ
り
ま
す

が
、「
緑
」
の
場
合
に
は
軽
症
の

た
め
積
極
的
な
治
療
を
急
ぐ
必
要

が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

も
し
ト
リ
ア
ー
ジ
に
て
「
緑
」
と

な
っ
た
場
合
に
は
軽
症
で
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
治
療
に

対
し
て
慌
て
な
い
よ
う
に
よ
う
心

構
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
災
害
時
の
救
急
医
療
体
制
の

確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

　

平
成
12
年
12
月
、
合
併
前
の
旧

西
条
市
で
は
、
適
切
な
救
急
医
療

体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
、
西
条

市
消
防
本
部
お
よ
び
西
条
市
医
師

会
内
の
市
内
3
病
院
で
西
条
市
救

急
業
務
懇
話
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
新
西
条
市
で
は
、
市

立
周
桑
病
院
も
加
わ
り
4
病
院
と

な
り
ま
し
た
。
医
療
従
事
者
と
西

条
市
消
防
本
部
の
救
急
救
命
士
が

顔
の
見
え
る
関
係
を
維
持
し
、
救

急
活
動
を
円
滑
に
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
平
成
20
年
か
ら
、
南

海
大
地
震
等
に
対
応
可
能
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
災
害
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
立
し
、

災
害
医
療
に
つ
い
て
の
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

阪
神
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
対
応
を
教
わ
り
な
が
ら
、
災
害

医
療
に
関
す
る
訓
練
を
受
け
た
救

命
士
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
が
消

防
署
内
や
各
病
院
内
で
の
訓
練
を

行
い
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の
対
応

が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
3
月
に
は
済
生
会
西
条
病

院
と
西
条
市
消
防
本
部
で
、
多
数

傷
病
者
発
生
時
の
災
害
医
療
合
同

訓
練
を
初
め
て
行
う
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
愛

媛
県
で
は
災
害
拠
点
病
院
を
整
備

し
各
種
訓
練
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
24
年
度
か
ら
は
2
次
医

療
圏
域
（
西
条
・
新
居
浜
圏
域
）

に
お
い
て
地
域
災
害
医
療
対
策
会

議
を
立
ち
上
げ
、「
災
害
医
療
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
災
害
拠
点

病
院
お
よ
び
各
公
立
病
院
の
担
当

医
師
に
依
頼
設
置
し
、
保
健
所
を

中
心
と
し
災
害
時
に
適
切
に
医
療

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
実
際
的
な

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

行
政
お
よ
び
医
師
会
等
の
医
療

関
係
組
織
が
、
合
理
的
に
活
動
が

行
え
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
安
心
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

■
災
害
に
備
え
た
お
願
い

　

残
念
な
が
ら
、
災
害
は
予
測
す

る
こ
と
が
不
可
能
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
発
生
し
た
際
に

は
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
努
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
震
発
生
時
に
建
物
が
倒
壊
し

な
い
よ
う
に
補
強
す
る
こ
と
、
タ

ン
ス
等
が
倒
れ
て
動
け
な
く
な
る

な
い
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の
固

定
、
二
次
的
に
火
災
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
の
初
期
消
火
、
津
波
の

場
合
に
は
高
所
に
避
難
す
る
こ
と

な
ど
が
、
そ
の
努
力
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
自
分
の
身
体
は
自
分
で
守

り
、
自
分
の
身
体
が
大
丈
夫
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
他
の
人
を
補

助
す
る
態
勢
が
で
き
て
い
れ
ば
災

害
も
十
分
対
応
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
医
療
機
関
は
災
害
発
生

時
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
通
常

の
診
療
か
ら
災
害
医
療
に
変
更
い

た
し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
「
ト
リ

ア
ー
ジ
」
を
用
い
た
医
療
資
源
の

適
切
な
分
配
を
施
行
す
る
予
定
で

す
。

　

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
災

害
発
生
時
の
医
療
機
関
は
不
足
し

て
い
る
医
療
資
源
の
中
で
救
命
の

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
医
療
機

関
を
適
切
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

常
日
ご
ろ
か
ら
災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無

し
」
の
心
構
え
で
十
分
な
準
備
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
時
の
医
療
に
つ
い
て

災
害
時
の
医
療
体
制
へ
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

西条市医師会会員
済生会西条病院　副院長
外科（西条市救急業務懇話会・
　　 災害プロジェクトチーム）

　 石井　博
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３月の乳幼児相談

８日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

12日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

４日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

７日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換を行うことができます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター
■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　３月４日㈪
○東予保健センター　３月11日㈪
○丹原保健センター　３月18日㈪
○小松保健センター　３月25日㈪
■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　３月25日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　３月26日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300
■３月の献血日程
◆フジグラン西条
　３月５日㈫　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
（西条ロータリークラブ協力による開催）
◆総合福祉センター
　３月12日㈫　10時～16時
（西条ライオンズクラブ協力による開催）
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

３月の乳幼児健康診査

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

12日㈫
21日㈭

26日㈫

14日㈭
13日㈬

５日㈫
７日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年11月１日～
11月30日の出生児

平成24年11月１日～
12月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成23年８月１日～
８月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成22年２月１日～
２月28日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

▼食事のツボ講座　３月の日程等 　　　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時
３月22日㈮

３月18日㈪

カロリー編 受講時間

　麻しん（はしか）・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種
となり、平成20年度から24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・
第２期（年長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　接種期間内に予防接種を受ける場合の接種費用は無料ですが、接種期間を過ぎて
受ける場合は、１万円程度の接種費用を個人負担することになります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、期間内に受けてください。

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

第１期　１歳以上２歳未満

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成24年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成18年４月２日～平成19年４月１日 平成25年
３月31日までに
接種してください。

２歳になるまでに
接種してください。 「育児のしおり」の中にあ

ります。

平成24年４月上旬に対象者
へ郵送しています。

１歳以上２歳未満

平成11年４月２日～平成12年４月１日

平成６年４月２日～平成７年４月１日

　警察庁によると、平成24年の全国の自殺者数は２万7766人（前年比2885人減）で、15年ぶりに３万人を下回り
ました。しかし、その数は交通事故死亡者の約６倍で、依然として多い状態です。西条市では、平成23年に23人
が自殺によって命を落としました。自ら命を絶った人の７割は、うつ病を有していると言われています。

年長児・中学１年生・高校３年生相当の方へ
平成24年度の接種期限が迫っています！

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しい歩き方やストレッチ運動を習得し、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。定期的に体組成などを測定し、身体状況を評価します。
申込先　３月７日㈭から開催場所の保健センターで受け付けます。教室の開
　催期間中であれば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。

　ウォーキングはいつでも気軽にできて、ストレス解消にもつながります。
ウォーキングを始めようと思っている方、効果のある歩き方を再確認したい
方は、ぜひ教室にご参加ください。ポールを使って歩くノルディックウォー
キングも行います。

▼相談窓口一覧

0897ー52ー1215中央保健センター 月～金曜日
（祝日・年末年始除く）
　８時30分～17時15分
※こころのダイヤルは
　月・水・金曜日
（祝日・年末年始除く）
　９時～12時
　13時～15時

0898－64－5333東予保健センター
0898－68－7300丹原保健センター
0898ー72－6363小松保健センター

受付時間電話番号相談窓口

心と体の健康センター 089－911－3880
089－917－5012こころのダイヤル

0897－56－1300西条保健所

▼ウォーキング教室の日程等　※祝日は休講します。

４月15日～平成26年３月24日　毎週月曜日中央保健センター
４月17日～平成26年３月26日　毎週水曜日東予保健センター
４月９日～平成26年３月11日 毎月第２火曜日丹原保健センター
４月15日～平成26年３月24日　毎週月曜日小松保健センター

期　　間 時　　間場所・申込先

13時30分～15時
13時30分～15時
13時30分～15時
９時30分～11時

　野菜の効果や効能を理解し、１日の摂取目安量で
ある350gの量を実際に目で見て体験するなど、野菜
の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、
　　　食と健康に興味のある方
▼野菜を食べよう教室　３月の日程等　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

東予保健センター 15人３月14日㈭ 講　　義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時30分

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

■うつ病とは
　　気分が落ち込んで、何に対しても興味を失い、活力が低下する病気です。うつ病は
　誰でもかかる可能性があり、15人に１人は、一生のうちに一度はかかるというデータ
　もあります。うつ病は決して特別な病気ではなく、治療によって良くなる病気です。
■うつ病の原因（きっかけになりやすいもの）
　　仕事・病気・借金・退職・出産・育児・介護・
　引越し・災害・身近な人の死・ギャンブル依存症
　・アルコール依存症など。
■こんな症状はありませんか？
　　不眠、食欲不振、気分が沈む、意欲低下、体調
　不良、自殺を口にするなどの症状が２週間以上、
　毎日続く場合は、専門機関に相談しましょう。
■サインに気付こう
　　自殺を考えている人は、悩みながらサインを発
　しています。周囲の人がサインに気付き、声かけ
　や手助け、相談を勧めることは、本人を救うこと
　につながります。
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３月の乳幼児相談

８日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

12日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

４日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

７日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換を行うことができます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター
■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　３月４日㈪
○東予保健センター　３月11日㈪
○丹原保健センター　３月18日㈪
○小松保健センター　３月25日㈪
■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　３月25日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　３月26日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300
■３月の献血日程
◆フジグラン西条
　３月５日㈫　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
（西条ロータリークラブ協力による開催）
◆総合福祉センター
　３月12日㈫　10時～16時
（西条ライオンズクラブ協力による開催）
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

３月の乳幼児健康診査

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

12日㈫
21日㈭

26日㈫

14日㈭
13日㈬

５日㈫
７日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成24年11月１日～
11月30日の出生児

平成24年11月１日～
12月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成23年８月１日～
８月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成22年２月１日～
２月28日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう

▼食事のツボ講座　３月の日程等 　　　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時
３月22日㈮

３月18日㈪

カロリー編 受講時間

　麻しん（はしか）・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種
となり、平成20年度から24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・
第２期（年長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　接種期間内に予防接種を受ける場合の接種費用は無料ですが、接種期間を過ぎて
受ける場合は、１万円程度の接種費用を個人負担することになります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、期間内に受けてください。

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

第１期　１歳以上２歳未満

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成24年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成18年４月２日～平成19年４月１日 平成25年
３月31日までに
接種してください。

２歳になるまでに
接種してください。 「育児のしおり」の中にあ

ります。

平成24年４月上旬に対象者
へ郵送しています。

１歳以上２歳未満

平成11年４月２日～平成12年４月１日

平成６年４月２日～平成７年４月１日

　警察庁によると、平成24年の全国の自殺者数は２万7766人（前年比2885人減）で、15年ぶりに３万人を下回り
ました。しかし、その数は交通事故死亡者の約６倍で、依然として多い状態です。西条市では、平成23年に23人
が自殺によって命を落としました。自ら命を絶った人の７割は、うつ病を有していると言われています。

年長児・中学１年生・高校３年生相当の方へ
平成24年度の接種期限が迫っています！

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しい歩き方やストレッチ運動を習得し、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。定期的に体組成などを測定し、身体状況を評価します。
申込先　３月７日㈭から開催場所の保健センターで受け付けます。教室の開
　催期間中であれば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。

　ウォーキングはいつでも気軽にできて、ストレス解消にもつながります。
ウォーキングを始めようと思っている方、効果のある歩き方を再確認したい
方は、ぜひ教室にご参加ください。ポールを使って歩くノルディックウォー
キングも行います。

▼相談窓口一覧

0897ー52ー1215中央保健センター 月～金曜日
（祝日・年末年始除く）
　８時30分～17時15分
※こころのダイヤルは
　月・水・金曜日
（祝日・年末年始除く）
　９時～12時
　13時～15時

0898－64－5333東予保健センター
0898－68－7300丹原保健センター
0898ー72－6363小松保健センター

受付時間電話番号相談窓口

心と体の健康センター 089－911－3880
089－917－5012こころのダイヤル

0897－56－1300西条保健所

▼ウォーキング教室の日程等　※祝日は休講します。

４月15日～平成26年３月24日　毎週月曜日中央保健センター
４月17日～平成26年３月26日　毎週水曜日東予保健センター
４月９日～平成26年３月11日 毎月第２火曜日丹原保健センター
４月15日～平成26年３月24日　毎週月曜日小松保健センター

期　　間 時　　間場所・申込先

13時30分～15時
13時30分～15時
13時30分～15時
９時30分～11時

　野菜の効果や効能を理解し、１日の摂取目安量で
ある350gの量を実際に目で見て体験するなど、野菜
の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、
　　　食と健康に興味のある方
▼野菜を食べよう教室　３月の日程等　　　　　※申し込みは１週間前まで受付

東予保健センター 15人３月14日㈭ 講　　義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時30分

場所・申込先 開催日 定員 受講時間

■うつ病とは
　　気分が落ち込んで、何に対しても興味を失い、活力が低下する病気です。うつ病は
　誰でもかかる可能性があり、15人に１人は、一生のうちに一度はかかるというデータ
　もあります。うつ病は決して特別な病気ではなく、治療によって良くなる病気です。
■うつ病の原因（きっかけになりやすいもの）
　　仕事・病気・借金・退職・出産・育児・介護・
　引越し・災害・身近な人の死・ギャンブル依存症
　・アルコール依存症など。
■こんな症状はありませんか？
　　不眠、食欲不振、気分が沈む、意欲低下、体調
　不良、自殺を口にするなどの症状が２週間以上、
　毎日続く場合は、専門機関に相談しましょう。
■サインに気付こう
　　自殺を考えている人は、悩みながらサインを発
　しています。周囲の人がサインに気付き、声かけ
　や手助け、相談を勧めることは、本人を救うこと
　につながります。
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平日夜間の当番病医院　内科は19時から22時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。
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６
㈬
７
㈭

13
㈬

12
㈫

11
㈪

９
㈯
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㈭
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18時から22時まで 18時から22時まで

日 日外　　　科 外　　　科
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㈪
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㈯
25
㈪

日 外　　　科

30
㈯

29
㈮

28
㈭

27
㈬

日 外　　　科

休日の当番病医院　９時から18時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

３
㈰
10
㈰
17
㈰

24
㈰

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科
20
㈬

平成25年全国山火事予防運動統一標語

31
㈰

８
㈮

16
㈯

26
㈫

山林火災予防運動実施
　運動期間中、西条市では「火の用心」のぼりの設置、消防車両による
広報、チラシの配布などを行っています。山林火災予防に、ご理解とご
協力をいただきますようお願いいたします。

▼

春の全国火災予防運動
　全国一斉に「春の火災予防運動」が実施されます。この運動は、火災が
発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図るこ
とにより火災の発生を防止し、火災による死傷者の発生や財産の損失を防
ぐことを目的として毎年実施されています。

平成25年春の火災予防運動啓発ポスター

３月１日㈮～７日㈭

５月31日㈮まで実施中！
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N

ぽっぽ橋
伊予西条駅

駅東通り

〔〔

鉄道歴史パーク in SAIJO

平成25年１月末日現在
住民基本台帳登録数 (   )内は前月比

人　口　114,555 人   (－84人）

　男　　  55,061 人 （－21人）

　女　　  59,494 人 （－63人）

世　帯　  49,455世帯 (－22世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　３月を迎え「卒業」という言葉をよ
く聞きます。自分自身としては卒業
は、そこで終わるのではなく、またい
ろいろと新しく始まり、続いていくこ
とだと思っています。
　「続く」ということは大切なこと
で、合併から８年数カ月という時間が
経ち、「広報さいじょう」も今号で100
号目となり、節目の号を作成できたの
は、何か感慨深いものがありました。
諸先輩方から引き継いできたこの広報
をもっと読みやすく、もっと身近に感
じられるような広報にして、200号、
300号と続けていきたいと思います。
　けれど本当に200号、300号のときに
もまだ担当していたりして…。（し）

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.91　ホシムクドリ（冬鳥）
　全長22㎝、冬鳥として西南日本に少数が渡来。ムクドリの群
れに交ざって農耕地に生息しています。羽色は全体に黒く、緑
色と紫色の金属光沢で、星をちりばめたような白い斑点が全身
を覆っていることからこの名前が付きました。西条では近年、
今在家・広江や高須・河原津で観察されたことがあります。

最 

終 

回　

  

ぽ　

っ　

ぽ　

橋

駅南広場は、交通の結節点や
にぎわいのスペースとして、
整備することとしています。

写真① 「ぽっぽ
橋」の階段は、
実は南側が５段
多いって知って
いましたか？

写真②エレベー
ターは、両側に
ドアがあります

①

②
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※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【３月の休館日】毎週月曜日、21日㈭

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【３月の休館日】毎週月曜日、21日㈭

　菊間瓦の工芸品等を展示。４月６日㈯・７日㈰には、菊間瓦のランプシェード、
プレート制作の体験教室があります。丹原文化会館までお問い合わせください。

シリーズえひめ「ふるさとの芸術」

　　第６回 今治・菊間瓦のランプシェード
シリーズえひめ「ふるさとの芸術」

　　第６回 今治・菊間瓦のランプシェード
シリーズえひめ「ふるさとの芸術」

　　第６回 今治・菊間瓦のランプシェード

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

総合文化会館

愛媛県障害福祉課 ℡089－912－2422

西条落語を聴く会
（ひょっとこ料理店） ℡0897－56－6677

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

３ 17：30山崎まさよし
YAMAZAKI MASAYOSHI TOUR 2012-2013 ‶SEED FOLKS"

10：00東予地区リフォーム祭

金15 小ホール12：30 13：00愛媛県障害者防災対策セミナー

小ホール18：30 19：00

13：00

三浦聖写真展「石鎚　～気宿る山～」
　※15～23日は19時まで、24日は16時まで

17

26

日

火

第10回西条うちぬき寄席
古今亭菊志ん、芸乃虎や志、らくさぶろう、夫婦楽団ジキジキさん

竹田恒泰チャリティー講演会
「日本はなぜ世界でいちばん人気があるのか」 18：00 18：30

小ホール

友の会恒例イベント　らくさぶろう司会　懐メロコンサート　18：30 総合文化会館友の会 ℡0897－53－5500

℡0897－47－3575

小ホール

大ホール

10 日 明治大学マンドリン倶楽部　西条公演 18：00 18：30 大ホール 明治大学校友会西条地域支部 ℡090－6881－8492

全席指定
前売：3800円
当日：4300円

西条市観光振興課 ℡0897－47－357520 水

国際ソロプチミスト西条 ℡0897－56－2637

28 木 19：00 小ホール 無　料
第５回星加輝代と門下生によるピアノコンサート 13：30 星加輝代ピアノ教室 ℡090－7572－750830 土 14：00 小ホール 無　料

31 日 ダンスパーティー 11：30 12：00 小ホール ℡0897－56－6348

金１ 18：30 ℡0897－53－5500

土２

西条市ふれあいステージ　石鎚山の魅力を語る

13：30

展 示 室 無　料

総合文化会館 ℡0897－53－5500

リフォームよしだ西条店 ℡0120－17－8851

西条市観光振興課

竹ダンス（若原）

春風亭小朝・林家正蔵　二人会
９ 土
10 日

15 金
〜 〜
24 日

9：00

15：20 16：00

無　料

大ホール

大ホール

全席指定
5775円

大人：3000円
小中学生：2000円

無　料
※要申込券

一般：1000円
高校生未満：無料

無　料
※要事前申込

2000円

1000円

３/27　 ～４/７ ９時～17時　丹原文化会館小ホール水 日

募集期間

　「西条の桜」をテーマにした絵画、写真、書などの美術作品を募集します。応募
作品は一人５点までで、所定の応募票に必要事項を記入し、作品の裏面に貼り付け
丹原文化会館まで持参してください。

３/26　 ～４/26火 金
展示期間

５/４　 ～５/19土 日

℡0898－68－3555

℡0898－65－403013：30

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

丹原文化会館３

平成24年度西条市市民大学卒業記念講演会　講師：夏井いつき日

18：00

大ホール 西条市中央公民館

大ホール

子どものキーボード教室・ハーモニカ講習会・ギター講習会　発表会

３ 13：00

12：30 13：00 大ホール 無　料16

24

土

日 ８周年カラオケ喫茶恋びと親睦発表会
ゲスト：川野夏美、五条哲也、赤井銀次 9：00 9：30 大ホール

℡0898－68－3555丹原文化会館

金１ 春風亭小朝・林家正蔵　二人会 18：30

1000円 ℡0898－66－1038カラオケ喫茶恋びと

全席指定
前売：3800円
当日：4300円

シリーズえひめ「ふるさとの芸術」
第６回今治・菊間瓦のランプシェード ℡0898－68－3555小ホール 無　料 丹原文化会館

27 水
〜 〜
4/7 日

9：00

日31 ちいさなおんがくかい（ピアノ発表会） 13：10 13：20 大ホール 無　料 ℡0898－68－6675日野

無　料
※要整理券

展示期間

入場料　全席指定 3800円（当日4300円）
　※未就学児の入場はご遠慮ください。

総合・丹原文化会館他
でチケット発売中！

３/１ 18時30分開演　丹原文化会館大ホール金

３/２ 13時30分開演　総合文化会館大ホール土
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